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▲参加グループ全員でのよさこい！ ｢ハアッ！｣ ▲かがり火の中での津軽三味線の競演

▲北保育園の園児の皆さんによる踊り「こいのたきのぼり」

▲「景綱囃子」で夏の祭典スペシャルがスタート!!

10月号の主な内容
市内一斉小中学校ごみ分別作戦を実施
情報センター「アテネ」が変わりました
介護報酬改定による福祉用具貸与サービスの変更
第14回生涯学習フェスティバル
土砂災害防災訓練が開催されます
まちかどズームイン
風間市長コラム「風のささやき」
市民文芸・市内イベント情報
マイサークル・国際コーナー
くらし百科
10月のごみ収集日
市内施設のイベント情報
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか
各種募集
教育のひろば
白石城刀剣展～魂に響く鎚音～
第28回白石市農業祭
子育て情報
健康のひろば
お知らせほか

つち おと
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　8月19日、白石城本丸において｢夏の祭典スペシャル2006at白石城｣が
開催され、多くの市民が手づくりの熱い!　暑い!　夏の祭典を楽しみました。
　昨年の白石城開門10周年を記念して開催した祭典を今年も引き続き開催
しようと､市民グループ｢景

かげ

綱
つな

会
かい

｣を中心とした実行委員会が主催｡午前10
時から午後8時まで景綱囃

ば や し

子や仙南のよさこいグループの競演、津軽三味線
の競演や市内の保育園児による踊りなど30団体、約800人が出演し、白石
城は夜遅くまで盛り上がりました。

白石城で手づくりの熱い！ 暑い！ 夏の祭典！！
～夏の祭典スペシャル2006at白石城～
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●
福
岡
小
学
校

　

理
科
の
授
業
で
、
ご
み
の
分
別
（
特

に
可
燃
ご
み
の
削
減
）
が
二
酸
化
炭
素

の
発
生
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
な
が
る
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。

　

ま
た
、総
合
学
習
の
時
間
に
学
校
周
辺

の
ご
み
拾
い
を
行
い
、環
境
保
全
の
大
切

さ
や
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●
深
谷
小
学
校

  

全
学
年
で
地
区
内
の
ご
み
拾
い
を
行

う
「
深
谷
ク
リ
ー
ン
活
動
」
を
実
施
し

ま
す
。
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で

「
深
谷
」と
い
う
地
域
を
知
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
お
り
、
そ
の
自
然
環
境
を
大

切
に
し
て
い
く
心
も
は
ぐ
く
み
ま
す
。

●
小
原
小
学
校

　

全
児
童
が
学
校
周
辺
や
バ
ス
停
の
ご

み
拾
い
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
15

日
の
「
市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
前

に
は
、
学
年
ご
と
に
環
境
・
ご
み
問
題

に
つ
い
て
の
授
業
を
行
い
、
ご
み
の
減

量
化
や
ご
み
収
集
な
ど
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

●
白
石
中
学
校

　

11
月
に
全
学
年
で
益
岡
公
園
や
学
校

周
辺
道
路
、
緑
地
公
園
な
ど
、
市
中
心

部
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。
７
月
に

も
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

環
境
保
護
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

●
南
中
学
校

　

生
徒
会
の
生
活
環
境
委
員
が
中
心
と

な
り
、
全
員
で
国
道
４
号
周
辺
の
ご
み

拾
い
を
行
う
伝
統
の
「
国
道
清
掃
」
を

実
施
し
、
環
境
保
護
や
社
会
貢
献
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

●
白
川
中
学
校

　

総
合
学
習
の
時
間
に
、
全
学
年
で
周

辺
道
路
や
Ｊ
Ｒ
北
白
川
駅
駅
舎
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

拾
っ
た
ご
み
は
学
校
に
持
ち
帰
っ
て

分
別
し
、
環
境
の
保
全
に
は
一
人
ひ
と

り
の
意
識
の
確
立
が
必
要
と
い
う
こ
と

を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｒ
北
白
川
駅
駅
舎
の
清
掃

活
動
は
、
生
徒
た
ち
の
意
志
で
定
期
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
福
岡
中
学
校

　

生
徒
会
役
員
が
中
心
と
な
り
、
ご
み

の
分
別
や
資
源
の
大
切
さ
を
全
校
生
徒

に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
と

保
護
者
に
よ
る「
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
」

と
し
て
、
学
校
や
周
辺
地
域
の
清
掃
、

奉
仕
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

●
小
原
中
学
校

　

全
学
年
で
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
の

学
習
を
行
い
、
実
践
的
な
力
を
養
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
分
別
か
ら
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
生

活
の
中
で
ご
み
に
関
心
を
持
っ
て
行
動

で
き
る
よ
う
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

●
東
中
学
校

　

全
学
年
で
総
合
学
習
の
時
間
に
通
学

路
の
清
掃
を
行
い
、
ご
み
の
分
別
な
ど

に
つ
い
て
も
詳
し
く
学
習
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
家
庭
科
の
授
業
で
「
消

費
生
活
」
と
関
連
さ
せ
、
ご
み
の
分
別

や
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
つ
い
て
詳
し

く
学
ぶ
ほ
か
、
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

考
え
る
授
業
も
実
施
し
ま
す
。

　

以
上
が
、
市
内
小
中
学
校
の
実
施
概

要
に
な
り
ま
す
。
下
表
に
分
別
学
習
作

戦
の
日
程
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
今
回
ご
紹
介
し
た
各
小

中
学
校
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い

て
は
、
広
報
し
ろ
い
し
１
月
号
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

各
学
校
で
は
、
今
回
の
期
間
以
外
に

も
、
各
教
室
で
の
ご
み
分
別
や
、
社
会

科
の
授
業
で
の
ご
み
処
理
学
習
と
い
っ

た
形
で
、
通
年
の
学
習
時
間
に
ご
み
分

別
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
で
の
学
習
は
時
間
的

な
制
約
も
あ
り
、
決
し
て
十
分
な
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
に
お
い

て
、
大
人
が
家
庭
や
地
域
で
繰
り
返
し

教
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。当
然
、

そ
れ
に
は
大
人
や
地
域
の
意
識
が
高
く

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
す
べ
て
の
世
代

が
環
境
を
大
切
に
す
る
意
識
を
高
め
て

こ
そ
、
地
球
環
境
も
地
域
環
境
も
良
好

に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
年
秋
の
「
市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
は
、
10
月
15
日（
日
）に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
秋
、
学
校
で
、
地
域
で
、

家
庭
で
、
市
民
全
員
で
環
境
意
識
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
分
別
の
取
り
組
み
は
、
小
中
学

校
だ
け
で
な
く
、
市
内
保
育
園
や
幼
稚

園
で
も
既
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
難
し

い
こ
と
は
ま
だ
無
理
で
す
が
、「
紙
は

燃
や
せ
る
ご
み
に
は
入
れ
な
い
、
紙
資

源
と
し
て
分
別
す
る
」
こ
と
を
園
内
の

生
活
の
中
で
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
紙
袋
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
包
み
紙
や
菓
子
箱
な

ど
）、
封
筒
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
紙

を
面
倒
が
っ
て
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て

出
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
。

紙
を
資
源
と
し
て
分
別
す
れ
ば
、「
燃

や
せ
る
ご
み
の
削
減
」
と
「
資
源
の
有

効
活
用
」
と
い
う
二
重
の
良
い
効
果
が

生
ま
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
と
も
快
適
で
住
み
や

す
い
環
境
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
９
月
】

・
福
岡
中
学
校
で
生
徒
会
に
よ
る
環
境
活

動
を
実
施
（
中
旬
）　

・
白
石
第
二
小
学
校
で
「
ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
（
16
日
）

・
福
岡
中
学
校
で
「
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
」

と
し
て
学
校
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実
施

（
下
旬
）

・
南
中
学
校
で
国
道
周
辺
の
清
掃
活
動
を

実
施
（
22
日
）

・
越
河
小
学
校
で
越
河
地
区
あ
げ
て
の
資

源
回
収
活
動
を
開
催
（
24
日
）

【
10
月
】

・
白
川
小
学
校
で
外
部
講
師
を
招
い
た
環

境
学
習
会
を
開
催
（
上
旬
予
定
）

・
小
原
小
学
校
で
周
辺
地
域
の
清
掃
活
動

を
実
施
（
６
日
予
定
）

・
大
鷹
沢
小
学
校
の
３
年
生
が
、
社
会
科

の
授
業
で
ご
み
分
別
に
つ
い
て
の
学
習

活
動
を
実
施
（
中
旬
予
定
）

・
小
原
小
学
校
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
前
の
環

境
学
習
会
を
開
催
（
13
日
予
定
）

・「
市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
市
全

域
で
実
施
（
15
日
）

・
東
中
学
校
で
通
学
路
の
清
掃
活
動
を
実

施
（
19
日
予
定
）

・
大
平
小
学
校
で
学
校
周
辺
の
清
掃
活
動

を
実
施
（
30
日
予
定
）

【
11
月
】

・
白
川
中
学
校
で
周
辺
道
路
や
Ｊ
Ｒ
北
白

川
駅
駅
舎
の
清
掃
活
動
を
実
施
（
上
旬

予
定
）

・
小
原
中
学
校
で
冊
子
『
ご
み
の
分
別
と

出
し
方
』
を
使
用
し
た
環
境
学
習
会
を

開
催
（
上
旬
予
定
）

・
白
石
中
学
校
で
市
中
心
部
の
清
掃
活
動

を
実
施
（
２
日
予
定
）

・
深
谷
小
学
校
で
「
深
谷
ク
リ
ー
ン
活
動
」

を
実
施
（
２
日
予
定
）

・
斎
川
小
学
校
で
地
域
内
の
清
掃
活
動
や

植
栽
活
動
を
実
施
（
７
日
予
定
）

●
白
石
第
一
小
学
校

　

公
園
の
ご
み
拾
い
や
児
童
会
行
事
で
の

ご
み
分
別
の
呼
び
掛
け
、家
庭
科
な
ど
の

授
業
を
通
じ
た
環
境
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
合
同
で

ア
ル
ミ
缶
回
収
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
売
却
収
入
で
車
い
す
を
購
入
し
、
寄

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
白
石
第
二
小
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
児
童
が
中
心
と
な
っ
て
ご

み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
テ
ー
マ
に
、

各
地
区
か
ら
学
校
に
向
か
っ
て
ご
み
拾

い
を
行
う
「
白
石
第
二
小
学
校
ク
リ
ー

ン
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
越
河
小
学
校

　

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
、
越
河
地

区
を
あ
げ
た
資
源
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
実
際
に
分
別
作
業
に

参
加
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協
力

し
合
い
、
ご
み
へ
の
関
心
や
分
別
の
意

識
を
高
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
校
庭
一
面
が
資
源
物
で
埋
め
つ
く

さ
れ
る
な
ど
、
越
河
地
区
の
一
大
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
斎
川
小
学
校

　

周
辺
地
域
の
ご
み
拾
い
を
行
い
な
が

ら
、
分
別
の
学
習
を
行
い
ま
す
。
当
日

は
周
辺
自
治
会
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

植
栽
活
動
な
ど
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
に
は
総
合
学
習
の
中
で
４

年
生
が
「
リ
サ
イ
ク
ル
大
作
戦
」
と
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
を
個
人
新
聞
に
ま
と
め
る
と
い
う
学

習
も
行
い
ま
し
た
。

●
大
平
小
学
校

　

美
化
活
動
の
時
間
に
学
校
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
い
、
全
員
で
ご
み
分
別
を

行
い
ま
す
。
清
掃
活
動
を
通
し
て
、
ポ

イ
捨
て
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
モ

ラ
ル
や
、
地
域
を
き
れ
い
に
保
全
し
て

い
く
心
を
育
て
ま
す
。

●
大
鷹
沢
小
学
校

　

３
年
生
の
社
会
科
の
授
業
で
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
や
店
舗
の
ご
み

処
理
に
つ
い
て
調
べ
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

意
義
や
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、マ
イ
バ
ッ
グ
や
ご
み
の
分
別
な

ど
、生
活
の
中
で
環
境
保
全
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、実
践
し
て
い
き
ま
す
。

●
白
川
小
学
校

　

外
部
講
師
を
招
い
た
授
業
で
、
ご
み

の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。
７
月
に
は
児
童
会
ク
リ
ー
ン

作
戦
（
ご
み
拾
い
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
級
活
動
の
時
間
に
「
ご
み

の
減
量
化
」
や
「
家
庭
で
の
ご
み
分
別
」

を
調
査
・
発
表
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、

分
別
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

「
市
内
一
斉
小
中
学
校
ご
み
分
別
学
習
作
戦
」

日　

程　

表

▲昨年７月、益岡公園など、市内中心部で清掃活動を行った白石中学校の皆さん

※予定のものについては、開催時期が変更になる場合があります。

▲今年１月、白石市社会福祉協議会に
車いすを寄付

▲ＪＲ北白川駅駅舎での清掃の様子

▲今年４月に実施された市内一斉
　クリーン作戦

ししろい
し
　
エ

コ　プロ
ジ
ェ
ク

ト　
しろい

し
　
エ

コ　プロ
ジ
ェ
ク

ト　

「市内一斉小中学校ごみ分別学習作戦」を実施します「市内一斉小中学校ごみ分別学習作戦」を実施します
問生活環境課　☎22-1314

　現在、「ごみ」は大きな環境・社会問題となっています。地球規模で見れば、資源の枯渇や環境　現在、「ごみ」は大きな環境・社会問題となっています。地球規模で見れば、資源の枯渇や環境
汚染が深刻化し、また身の回りで見れば、心ない者による不法投棄やごみ集積所へのルールを守汚染が深刻化し、また身の回りで見れば、心ない者による不法投棄やごみ集積所へのルールを守
らない不正なごみ出しなど、さまざまな問題が山積しています。らない不正なごみ出しなど、さまざまな問題が山積しています。
　市では教育委員会と協力して、次代を担う子どもたちが環境・道徳意識を高め、より良い環境　市では教育委員会と協力して、次代を担う子どもたちが環境・道徳意識を高め、より良い環境
をつくっていくことができるよう、市内すべての小中学校でこの秋、「市内一斉小中学校ごみ分別をつくっていくことができるよう、市内すべての小中学校でこの秋、「市内一斉小中学校ごみ分別
学習作戦」に取り組むことにしました。各学校がそれぞれに計画し、多様な活動の中で資源の大学習作戦」に取り組むことにしました。各学校がそれぞれに計画し、多様な活動の中で資源の大
切さやごみに対するモラルなどを学習していきます。今月号では、現在各小中学校が計画してい切さやごみに対するモラルなどを学習していきます。今月号では、現在各小中学校が計画してい
る取り組みについて、主なものをご紹介します。る取り組みについて、主なものをご紹介します。
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●
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

市
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
紙
情
報

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
電
子
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
約
３
０
０
本
）
や
ビ
デ
オ
（
約

４
０
０
本
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
気
軽
に
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
休
憩
コ
ー
ナ
ー

　

待
ち
合
わ
せ
や
休
憩
の
場
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

マ
ウ
ス
練
習
ソ
フ
ト
な
ど
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
自
主
学
習
コ
ー
ナ
ー

　

学
習
ソ
フ
ト
・
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
活

用
し
て
の
自
主
学
習
や
各
種
講
習
会
受
講
後

の
復
習
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
※
有
料

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
や
印
刷
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
・
画
像
編
集

ソ
フ
ト
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
種
講
習
会
な
ど
の
会
場
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー

ル
の
基
礎
講
習
、
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ

ト
の
基
礎
講
習
、
そ
の
他
応
用
講
習
（
ア
テ

ネ
塾
）
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
子
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

電
子
メ
ー
ル
の
基
礎
講
習
、
シ
ニ
ア
向
け
の

パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー

ル
・
デ
ジ
カ
メ
の
基
礎
講
習
も
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
広
報
し
ろ
い

し
ま
た
は
ア
テ
ネ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
と
の
共
通
カ
ー
ド
で
す
。

　

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
方
で
あ
れ
ば
、
身
分
証
明
書
を
ア
テ
ネ
２

階
の
受
付
、
ま
た
は
図
書
館
１
階
の
受
付
に

提
示
し
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
込
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
制
度
が
変
更
さ
れ
た
趣
旨
は
？

　

介
護
保
険
制
度
は
、
保
険
料
や
税
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る

制
度
で
す
。
将
来
に
わ
た
り
制
度
を
持
続
し
て
い
く
た
め
、
よ
り

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
高
い
中
度
者
お
よ
び
重
度
者
に
対
す
る

支
援
を
強
化
・
重
点
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
は
、
も
と
も
と
「
便
利
だ
か
ら
」
と

利
用
す
る
も
の
で
は
な
く
、
身
体
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
と
判
断

さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

今
回
の
制
度
変
更
は
、
こ
う
し
た
趣
旨
を
徹
底
す
る
た
め
の
も

の
で
、
４
月
以
前
か
ら
既
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
軽
度
者

に
つ
い
て
の
経
過
措
置
期
間
も
９
月
末
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

■
変
更
に
な
る
内
容
は
？

①
対
象
と
な
る
福
祉
用
具

　

車
い
す
（
付
属
品
）、
特
殊
寝
台
（
付
属
品
）、
床
ず
れ
防
止

用
具
、
体
位
変
換
器
、
認
知
症
老
人
徘は
い

徊か
い

感
知
機
器
、
移
動
用

リ
フ
ト
（
つ
り
具
部
分
を
除
く
）

②
対
象
と
な
る
人
の
要
介
護
度

　

軽
度
者(

要
支
援
１
・
要
支
援
２
・
要
介
護
１)

の
方

③
変
更
点

　

①
の
福
祉
用
具
に
つ
い
て
、
②
の
方
は
原
則
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
対
象
と
な
ら
な
く
な
り
、
介
護
保
険
給
付
が
行
わ
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
軽
度
者
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
条
件
（
下
表
参

照
）
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
限
り
、
引
き
続
き
保
険
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
変
更
に
該
当
し
た
場
合
の
選
択
肢

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

①
福
祉
用
具
貸
与
を
終
了
し
、
返
却
す
る
。

②
福
祉
用
具
を
買
い
取
る
。

③
福
祉
用
具
貸
与
を
自
費
で
継
続
す
る
。

④
ほ
か
の
制
度
（
事
業
）
を
利
用
す
る
。

　

そ
の
方
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
で
き
ま
す
の
で
、
担
当
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
、
山
梨
県
甲
府
市

な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
、
第
３
回
全
日
本

一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
、
大
鷹
沢
の

「
白
石
ビ
ッ
キ
ー
ズ
」
が
宮
城
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
25
日
の
両
日
、
大
崎
市
で
開
催

さ
れ
た
宮
城
県
予
選
会
に
お
い
て
、
県
内
か
ら

出
場
し
た
強
豪
チ
ー
ム
を
次
々
に
破
り
、
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
１
回
戦
に
香
川
県
代
表
と

対
戦
し
、惜
し
く
も
１
対
０
で
敗
れ
ま
し
た
が
、

選
手
全
員
が
全
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き

た
、
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
出
場
に
当
た
り
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
基
金
か
ら
助
成
金
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

第
３
回
全
日
本
一
般
男
子

第
３
回
全
日
本
一
般
男
子

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

　

白
石
ビ
ッ
キ
ー
ズ
が
出
場

　

白
石
ビ
ッ
キ
ー
ズ
が
出
場▲全国大会会場での白石ビッキーズの皆さん

マルチメディアを見て、触れて、体験してください！

▲２階のメディアテック視聴覚（DVD）コーナー

１
階　

フ
ロ
ア

　
　
　
﹇
利
用
者
カ
ー
ド
不
要
﹈

2
階　

メ
デ
ィ
ア
テ
ッ
ク

　
　
　
﹇
利
用
者
カ
ー
ド
必
要
﹈

2
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
﹇
利
用
者
カ
ー
ド
不
要
﹈

3
階　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
バ
ザ
ー

　
　
　
﹇
利
用
者
カ
ー
ド
必
要
﹈

3
階　

研
修
室
（
会
議
室
）

　
　
　
﹇
利
用
者
カ
ー
ド
必
要
﹈

利
用
者
カ
ー
ド
に
つ
い
て

情報センター｢アテネ｣
が変わりました！
情報センター｢アテネ｣
が変わりました！
問情報センター「アテネ」　022-1500

介護報酬改定により、４月から福祉用具貸与
サービスの制度が大きく変更されました

 問地域包括支援センター・長寿課　022-1361

各種目における一定の条件とその判定方法について
種　　目 一定の条件 判定方法

車いすおよび車いす付属品
（次のいずれかに該当する者）

・日常的に歩行が困難な者 認定調査結果で判断
・日常生活範囲における移動の支援が特に必要と認められる者 ケアマネジメントで判断

特殊寝台および特殊寝台付属品
（次のいずれかに該当する者）

・日常的に起き上がりが困難な者 認定調査結果で判断
・日常的に寝返りが困難な者

床ずれ防止用具および体位変換器 ・日常的に寝返りが困難な者 認定調査結果で判断
認知症老人徘徊感知機器
(次のいずれにも該当する者)

・意思の伝達、介護者への反応、記憶・理解のいずれかに支障がある者 認定調査結果で判断
・移動において全介助を必要としない者

移動用リフト（つり具部分を除く）
（次のいずれかに該当する者）

・日常的に立ち上がりが困難な者 認定調査結果で判断
・移乗が一部介助または全介助を必要とする者
・生活環境において段差の解消が必要と認められる者 ケアマネジメントで判断



　

日
本
の
方
言
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生

ま
れ
て
き
た
の
か
、
そ
ん
な
素
朴
な
疑
問

に
答
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
実
際

に
当
市
で
調
査
し
た
地
元
の
方
言
に
つ
い

て
も
取
り
上
げ
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

身
近
な
話
題
の
講
演
会
で
す
。

●
日
時　

10
月
28
日（
土
）14
時
〜
15
時
30
分

●
会
場　

古
典
芸
能
伝
承
の
館　

能
楽
堂

●
講
師　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　

小
林　

隆
教
授

●
定
員　

１
５
０
名

※
整
理
券
を
市
役
所
市
民
課
、生
涯
学
習

課
、各
公
民
館
、碧
水
園
、勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、働
く
婦
人
の
家
、ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
の
各
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。な
お
、

整
理
券
が
な
く
て
も
入
場
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入場無料

①
方
言
の
歴
史
と
白
石
方
言

　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
演
会
）

　

プ
ロ
棋
士
の
指
導
に
よ
り
、
市
内
囲

碁
・
将
棋
愛
好
家
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
愛
好
家
同
士
の
交
流
を
深
め
る
場
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

11
月
26
日（
日
）９
時
〜
15
時

●
会
場　

ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し

　

◇
囲
碁
の
部
（
多
面
打
ち
指
導
対
局
）

　
　

講
師　

宮
崎　

志
摩
子
四
段

　
　

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

　

◇
将
棋
の
部
（
多
面
指
し
指
導
対
局
）

　
　

講
師　

中
川　

大
輔
七
段

　
　

定
員　

15
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

11
月
６
日（
月
） 参加無料

③
プ
ロ
棋
士
へ
の
挑
戦

　
　

〜
囲
碁
・
将
棋
指
導
大
会

　

白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺
に
、
白

石
に
ち
な
ん
だ
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
掲

示
し
ま
す
。

　

城
下
町
「
白
石
」
の
魅
力
を
、
作
品
を

通
し
て
再
認
識
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

10
月
１
日（
日
）〜

11
月
30
日（
木
）

●
会
場　

白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺

●
協
力　

仙
南
歌
人
会
、
蔵
王
俳
句
会
、

　
　
　
　

白
柳
会
、
白
石
川
柳
会

⑤
白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺
に

　

〝
白
石
を
詠
む
〞

　
　
　
　

〜
城
下
町
白
石
を
詠
む
〜

　

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
指
導
者
を
招
い
て
の
サ

ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く

り
や
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
、
サ
ッ
カ

ー
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

11
月
３
日（
祝
）10
時
〜
12
時

　
　
　
　

（
小
雨
決
行
）

●
会
場　

白
石
川
サ
ッ
カ
ー
公
園

●
講
師　

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
指
導
者

●
対
象　

市
内
小
学
生

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み
方
法

　

市
内
各
小
学
校
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ

で
、
当
日
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
共
催  

白
石
サ
ッ
カ
ー
協
会

参加無料

②
ベ
ガ
ル
タ
仙
台

　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
教
室

テ
ー
マ　

「
家
族
の
肖
像
」

　
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」、「
日
々
の
地

図
」な
ど
の
詩
集
を
は
じ
め
、ス
ヌ
ー
ピ
ー
で

お
な
じ
み
の
マ
ン
ガ「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」な
ど
の
翻

訳
、エ
ッ
セ
イ
、自
作
朗
読
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
谷
川
俊
太
郎
氏

と
、俊
太
郎
氏
の
息
子
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
そ
の
時
歴

史
が
動
い
た
」な
ど
の
作
曲
を
手
が
け
た
ピ
ア

ニ
ス
ト・
谷
川
賢
作
氏
と
の
朗
読
と
ピ
ア
ノ
の

夢
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

●
日
時　

平
成
19
年
１
月
13
日（
土
）

14
時
〜
15
時
30
分

●
会
場　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ・コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

●
出
演　

谷
川　

俊
太
郎
氏（
詩
人
）

谷
川　

賢
作
氏（
ピ
ア
ニ
ス
ト
／
作
・
編
曲
家
）

●
定
員　

６
０
０
名

※

整
理
券
を
市
役
所
市
民
課
、生
涯
学
習
課
、

各
公
民
館
、碧
水
園
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

働
く
婦
人
の
家
、ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
の
各
窓

口
で
11
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
配
布
し
ま
す
。

入場無料

④
谷
川
俊
太
郎
・
谷
川
賢
作

　

〜
朗
読
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

心
身
に
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
、
強
く
生
き
よ

う
と
す
る
意
欲
を
高
め
、
ま
た
、
地
域
社

会
の
人
々
が
心
身
障
害
児
者
へ
の
理
解
促

進
を
図
る
場
と
し
て
福
祉
ま
つ
り
と
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
29
日（
日
）10
時
〜
14
時
30
分

●
会
場　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
・
ア
リ
ー
ナ

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、展
示
コ
ー
ナ
ー
、

　
　
　
　

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

入場無料

⑥
白
石
市
心
身
障
害
児
者

　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム

第14回白石市生涯学習フェスティバル

ホワイトピア２００６ in しろいしホワイトピア２００６ in しろいしホワイトピア２００６ in しろいしホワイトピア２００６ in しろいしホワイトピア２００６ in しろいし
◆申し込み・お問い合わせ先◆

　白石市生涯学習フェスティバル実行委員会（事務局：生涯学習課）
022-1327　422-1451

生涯学習強化月間10月１日（日）～11月30日（木）
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当
訓
練
は
避
難
訓
練
に
重
点
を
置
き
、
避

難
勧
告
の
広
報
・
伝
達
が
き
ち
ん
と
で
き
る

か
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
場
所
ま
で
避
難

す
る
の
に
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
か
、

連
絡
の
取
れ
な
い
人
や
一
人
暮
ら
し
の
人
な

ど
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
検
証
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
災
害
時
の
対
応
に
活い

か

す
の
が
目
的
で
す
。

　

ほ
か
に
も
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
負
傷
者

の
救
出
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、
災
害
時
応

援
協
定
に
よ
る
緊
急
物
資
供
給
訓
練
の
ほ

か
、
負
傷
し
た
際
の
応
急
処
置
や
応
急
担
架

の
作
り
方
と
い
っ
た
応
急
救
護
処
置
訓
練
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
越
河
以
外
の
地
区
に
お
い
て
も
、

同
日
行
わ
れ
る
市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

併
せ
て
防
災
訓
練
を
行
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ご
み
を
拾
う
際
に
地
区
内
の

危
険
箇
所
を
確
認
し
た
り
、
ご
み
を
公
民
館

ま
で
運
ぶ
際
に
避
難
経
路
を
意
識
し
た
り
し

て
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
で
意
見
交
換
す
れ
ば

有
意
義
な
防
災
情
報
共
有
化
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
、
集
中
豪
雨
や
土
砂
災
害
の
ニ
ュ
ー

ス
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。「
記
録
的
な
豪
雨
」、「
観
測
史
上
最
高
」

と
い
っ
た
表
現
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

は
「
こ
れ
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
の
だ
か
ら
大

丈
夫
」
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
ら
ず

的
確
な
行
動
を
取
る
た
め
に
は
、
事
前
の
準

備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
準
備
が
訓
練
な

の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
支
援

　

８
月
末
現
在
、
市
内
で
は
８
地
区
１
１
３

自
治
会
の
う
ち
、
４
地
区
19
自
治
会
が
自
主

防
災
組
織
を
設
立
し
て
い
る
ほ
か
、
設
立
に

向
け
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

自
治
会
も
複
数
あ
り
ま
す
。
昨
年
10
月
末
に

西
益
岡
自
治
会
が
市
内
最
初
の
自
主
防
災
組

織
を
設
立
し
て
か
ら
１
年
。
越
河
地
区
で
は

す
べ
て
の
自
治
会
で
自
主
防
災
組
織
を
設
立

し
、今
年
８
月
に
連
合
会
を
組
織（
８
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）す
る
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災

に
対
す
る
意
識
・
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
「
白
石
市
自

主
防
災
組
織
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
定
め
ま

し
た
。
こ
の
要
綱
は
、
自
主
防
災
活
動
で
使

用
す
る
防
災
備
品
整
備
の
た
め
、
自
主
防
災

組
織
を
設
立
す
る
際
に
補
助
を
行
う
も
の
で

す
。
補
助
金
額
は
一
組
織
当
た
り
４
万
円
の

定
額
と
構
成
一
世
帯
当
た
り
百
円
の
世
帯
割

額
の
合
計
額
で
、
10
万
円
が
上
限
と
な
り
ま

す
。

　

申
請
方
法
や
補
助
対
象
備
品
に
つ
い
て
は

要
綱
で
定
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
、
市
役
所
本

庁
舎
１
階
の
生
活
環
境
課
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
な
点

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
活
動
に

つ
い
て
の
ご
相
談
も
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲昨年の市総合防災訓練で救急救護訓練に取り組む参加住民の皆さん

土
砂
災
害
防
災
訓
練
を
開
催

し
ま
す　
問
生
活
環
境
課　

☎
２
２

－

１
３
１
４

　　

1010
月月
1515
日
㈰
、
越
河
地
区
に
お
い
て
、
県
と
の
共
催
で
豪
雨
に
よ
る
土

日
㈰
、
越
河
地
区
に
お
い
て
、
県
と
の
共
催
で
豪
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。



　

２
０
０
６
年
夏
の
甲
子
園
大
会
が
、

西
東
京
代
表
・
早
稲
田
実
業
高
校
の
優

勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
決
勝
戦
の
相

手
は
南
北
海
道
代
表
の
駒
大
苫
小
牧
高

校
。
宮
城
県
予
選
の
仙
台
育
英
高
校
対

東
北
高
校
の
試
合
を
思
い
起
こ
す
よ
う

な
、
延
長
15
回
１
対
１
の
引
き
分
け
再

試
合
。
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
と
、
代
表

と
し
て
の
意
地
と
プ
ラ
イ
ド
を
懸
け
た

戦
い
は
本
当
に
見
ご
た
え
が
あ
り
、
素

晴
ら
し
い
熱
戦
で
し
た
。
早
実
の
斎
藤

投
手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
に
、「
優

勝
を
つ
か
め
た
の
は
、
ベ
ン
チ
に
入
れ

な
か
っ
た
数
多
く
の
部
員
や
関
係
者
、

そ
し
て
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
」
と
感

謝
を
述
べ
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
両
校
の
選
手
た
ち
は
、
野
球
以

外
の
場
面
で
も
汗
を
か
き
、
学
ぶ
こ
と

を
繰
り
返
し
た
末
に
栄
冠
を
勝
ち
取
っ

た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
一
人
一

人
の
力
を
結
集
し
、
共
に
協
力
し
合
う

こ
と
を
実
践
し
た
選
手
た
ち
の
試
合
だ

か
ら
こ
そ
み
ん
な
が
感
動
し
、
ま
た
支

え
て
く
れ
た
人
々
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
両

校
野
球
部
す
べ
て
の
部
員
に
、
心
か
ら

「
す
が
す
が
し
い
感
動
を
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
こ
の
夏
、
登
別
市
か
ら
剣

道
や
柔
道
、
空
手
道
と
い
っ
た
武
道
関

係
の
小
中
学
生
36
名
と
、
海
老
名
市
か

ら
少
年
少
女
野
球
関
係
の
小
学
生
36
名

が
姉
妹
都
市
交
流
の
一
環
と
し
て
来
白

し
、
対
戦
相
手
で
あ
る
市
内
の
児
童
生

徒
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し

た
。
地
元
か
ら
送
り
出
し
て
く
れ
た
家

族
、
そ
し
て
迎
え
て
く
れ
た
白
石
の
新

し
い
家
族
、
運
営
に
当
た
っ
た
関
係
機

関
の
人
々
な
ど
、
多
く
の
方
の
協
力
の

お
か
げ
で
こ
の
事
業
は
成
功
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
滞
在
し
た
家
庭

で
の
驚
き
や
発
見
、
そ
し
て
多
く
の
感

動
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
友
好
親
善
訪
問
団
と
し
て
８
月
３

日
か
ら
11
日
間
の
日
程
で
ハ
ー
ス
ト
ビ

ル
市
を
訪
れ
た
12
名
の
中
学
生
も
、
同

じ
こ
と
を
感
じ
て
き
た
は
ず
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
経
験
に
よ
っ
て
得
た

感
動
と
、
そ
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た

周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
い
つ

ま
で
も
大
切
に
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　
「
孝
」
と
は
、
子
が
心
か
ら
親
や
先
祖

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。「
コ
ウ
」は
、

「
好
（
大
切
に
す
る
）」
や
「
効
（
力
を

尽
く
す
、
力
を
し
ぼ
り
出
す
）」
と
同
系

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

京
都
徳
禅
寺
の
橘
和
尚
よ
り
の
残
暑

見
舞
い
に
「
青
山
緑
水
元
旧
依　

明
月

清
風
共
一
家
」
の
句
と
、「
こ
の
世
の
山

川
は
少
し
も
変
わ
ら
ぬ
姿
で
あ
り
ま
す

の
に
、
人
の
世
は
、
人
心
は
、
な
ぜ
に

こ
う
も
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。
痛
ま
し
い
限
り
で
す
。」

と
の
注
釈
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
本

当
に
私
も
そ
う
思
い
ま
し
た
の
で
、「『
お

か
げ
さ
ま
』
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
が

年
々
衰
退
し
、『
や
っ
て
も
ら
う
の
が

当
た
り
前
』
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

っ
て
き
た
か
ら
で
す
か
ね
。」
と
の
返

信
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
狽
」
と
い

う
動
物
を
ご
存
知
で
す
か
？

【
９
月
号
の
答
え
】

　
「
？（
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
）」の
語

源
に
は
①
ラ
テ
ン
語
の「
Q
u
e
s
t
i
o
n
」

の
頭
文
字
「
Ｑ
」
が
変
化
し
た
と
い
う

説
、
②
聞
き
返
す
と
き
の
耳
に
手
を
当

て
る
ポ
ー
ズ
を
表
し
た
と
い
う
説
、

③
見
慣
れ
な
い
物
を
発
見
し
た
と
き
に

示
す
猫
の
し
っ
ぽ
の
形
か
ら
き
た
説
な

ど
諸
説
が
あ
り
、
特
に
①
の
説
が
有
力

で
す
。

ば
い

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

「 

孝 

」
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ま・ち・か・ど IN！ みなさんからのすてきな情報を待ってます！

　８月19日、姉妹都市の神奈川県海
老名市から少年少女選抜チームを招
き、益岡公園野球場で恒例の親善野
球交流大会が開催されました。

　毎年、スポーツ交流やホームステ
イ交流を通じて両市の相互理解を深
めようと開催されているこの大会。
女子の選抜チームを含めて３試合が
行われ、子どもらしい元気はつらつ
としたプレーを披露しました。10月
には、当市の選抜チームが海老名市
を訪問する予定となっています。

　８月13日、小原材木岩公園で、第
３回目の夏の検断屋敷まつりが開催
されました。
　小原地区活性化推進協議会が中心
となり、地元の皆さんで手作りのお
祭りを春夏秋冬の季節に合わせて開
催しています。
　今回の夏の祭典では、グリーン
ローズフラの会の皆さんによるフラ
ダンスも披露され、南国の島のよう
に暑くなった今年のおまつりを盛り
上げていました。

　８月27日、市中心部で白石女子高
等学校吹奏楽部の皆さんとそのご家
族による奉仕活動が行われました。

　この奉仕活動は、練習や演奏会な
どで日ごろからお世話になっている
地元の皆さんに恩返しをしたいと実
施されたものです。参加者の皆さん
は、学校周辺や通学路など３班に分
かれてごみ拾いや除草を行いました。
　作業を終えた参加者からは、「地
元の方々の役に立てて良かったで
す。」との声が聞かれました。

友情と相互理解をはぐくみました

海老名・白石少年少女野球交流大会
自然の中で夏を満喫！

第３回夏の検断屋敷まつり
地元の皆さんに感謝の思いを込めて

白石女子高吹奏楽部の皆さんが奉仕活動

　８月、白石女子高等学校で中高合
同の部活動技術講習会が開催され、
当市を含む仙南各地から多くの中学
生が参加しました。卓球、剣道、ソ
フトテニス競技の運動部で行われた
この講習会は、魅力ある学校づくり
に取り組む同校が主催したものです。
　８月３日に行われた卓球部の講習
会には、世界選手権ダブルス３位の
経歴を持つ東北福祉大学の楊

よう

玉
ぎょく

華
か

さ
んが講師に招かれ、参加した中学生
に熱心な指導を行っていました。

魅力ある学校づくりを目指して

白石女子高・中高合同部活動技術講習会
　昨年、市内の113自治会において、
地域防災懇談会を開催しました。宮
城県沖地震の発生が高い確率で予測
されている中、市民の皆さんの防災
意識を高め、各地域での自主的な防
災組織体制を確立するために開催し
たもので、８月末現在、19の自治会
で自主防災組織が結成されています。
　特に越河地区では、すべての自治
会で自主防災組織が結成されたこと
をきっかけに、越河公民館の指定管
理者であり、越河地区の地域づくり
の中心となっている「越河地域振興
会」の防災福祉専門部会の今年度事
業として連合会設立を計画。地域全
体のネットワークを強めて、効率的
に災害に備えようというものです。
　当市で初めての自主防災組織連合
会の設立総会は、８月22日、越河公
民館で開催され、各自治会から約40
名が出席。総会に出席した風間市長

地域ぐるみで災害に備えます！

越河地区で自主防災連合会を結成
は、「当市のモデル地区となることは
もちろんのこと、市の防災力向上の
ためにこれからもよろしくお願いし
ます。」と祝辞を述べました。
　その後、役員選出に移り連合会長
に振興会の制野博会長が選出され、
事業計画や予算などを提案どおり承
認しました。当面は、自治会ごとの
防災計画を集約し、地域全体で均等
の取れた防災意識の普及活動や各種
訓練の計画、災害時の対応手順など
の検討を行う予定となっています。

（９月３日、ホワイトキューブ）

　県内外から25チームが参加して行わ
れた大会には、市内からも多くの子
どもたちが出場。家族や関係者から
の大声援を受け、地元アルバルクキッ
ズが準優勝する活躍を見せました。

ドッジボール・第３回アルバルクカップ

（８月26・27日、ホワイトキューブ）

　東北六県から成年、少年の部の各
男女チーム、合計24チームが出場。
10月１日から兵庫県で開催される「の
じぎく兵庫国体」への出場権を目指
して熱戦が繰り広げられました。

第33回東北総合体育大会バスケットボール競技会

（８月12日、中央公民館）

　婦人防火クラブ主催の講習会には
30名が参加。白石消防署員の指導に
より心肺蘇

そ

生
せい

法やAED（自動体外式
除細動器）の使用方法などを学び、
救急措置への理解を深めていました。

本郷第一自治会・救急応急処置講習会

▲熱戦を展開する子どもたち

▲大活躍のアルバルクキッズ

▲少年男子（秋田県VS岩手県）

▲AEDの講習を受ける参加者たち

▲楊玉華さんの指導を受ける中学生

▲材木岩をバックにフラダンス

▲越河公民館で開催された設立総会

▲草むしりも真剣です！



市民文芸
応募方法
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の併記は不
可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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～人との出会いを大切に！～
●日時／毎週木曜日　19:00～21:30
●場所／福岡公民館

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

リサの

マイ
サークル

福岡「和」の会
１８6

　生涯学習課　022-1327

　福岡中学校のPTAを卒業した気の合う友

と「まず、二人から始めましょう。」と始

めたケーナ（南米のペルーやボリビアが発

祥の縦笛）の練習が、現在８名で３年目に

入っています。

　昨年10月には、深谷に引っ越してきた

「大泉記念病院」で、12月には長袋にある

「幸福の郷」で演奏させていただくことが

できました。

　まだまだ未熟ではありますが、楽しく、

時には中学生の部活動のように練習に励ん

でいます。

　これからも、人との出会いを大切にして、

地域の子どもたちやお年寄りの皆さんなど

に、自分たちのできることを還元していき

たいと思っています。
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評 評

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板
開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

17頁掲載

17頁掲載

24頁掲載

17頁掲載

18頁掲載

16頁掲載

6頁掲載

31頁掲載

6頁掲載

25頁掲載

  9:00～
17:00

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

10月17日（火）
～12月11日（月） 弥治郎こけし村勝部領樹コレクション展PART2

※10月16日（月）までPART1を開催

かつ  べ  りょう き

入村無料

生涯学習課
022-1327

10:00～
白石ギネス流しうーめん
実行委員会
（白石青年会議所内）
024-4555

10月  1日（日） 宮城蔵王
白石スキー場流しうーめん大会「ギネスに挑戦!」 見学無料

  9:30～
17:00

博物館建設準備室
022-134310月  6日（金） 武家屋敷

「旧小関家」
お月見
9:30～11:00「お供え物の展示」、
11:00～12:00「おはなしひろば」

大　　　人200円、
高校生以下100円
※17ページの無料券を
持参した方は無料です。

  9:00～
17:00

博物館建設準備室
022-1343

10月  6日（金）
～18日（水）

武家屋敷
「旧小関家」古文書展 大　　　人200円、

高校生以下100円

  9:00～
17:00（10月）
  9:00～
16:00（11月）

博物館建設準備室
022-1343

10月14日（土）
～12月17日（日）

白石城歴史探訪
ミュージアム

平成18年度白石城歴史探訪ミュージアム企画展
「白石城刀剣展～魂に響く鎚音（つちおと）～」

入場料300円
（高校生以下150円）
※市内在住または市内の
学校に通う高校生以下の
方は無料です。

14:00～
15:3010月28日（土） 碧水園能楽堂

第14回白石市生涯学習
フェスティバル事業
「方言の歴史と白石方言」

入場無料
（定員150名程度、
整理券配布）      

生涯学習課
022-1327

10:00～
12:0011月  3日（祝） 白石川サッカー公園第14回白石市生涯学習フェスティバル事業

「ベガルタ仙台サッカー教室」（小学生対象）
参加無料

（定員100名）

14:30～
（14:00開場）

ホワイトキューブ
022-129010月  8日（日） ホワイトキューブファジル・サイの世界

（トルコの天才ピアニスト）
前売券4,000円、
当日券4,500円
（全席指定、学生半額）

10:00～
14:30

福祉事務所
022-140010月29日（日） ホワイトキューブ第8回福祉まつり 入場無料

  9:00～ 農林課
022-1253

11月  3日（祝）
～  4日（土） ホワイトキューブ第28回白石市農業祭 入場無料

13:00～
（12:00開場）

ホワイトキューブ
022-129010月  9日（祝） ホワイトキューブ

WJBL第8回Wリーグ「白石大会」
第一試合（13:00～）日立ハイテクVSシャンソン
第二試合（15:00～）デンソーVS日本航空

有料
（詳しくはお問い
合わせください）

無料  9:00～ 社会教育課
022-134310月  8日（日） 白石川緑地公園

陸上競技場第78回白石市民体育大会

有料（詳しくはお問い
合わせください）

10:00～
15:00

古典芸能伝承の館
025-794910月22日（日） 白石城・碧水園白石城茶会

入場無料10:00～
15:00

ALTAshiroishi
（勤労青少年ホーム）
025-3720

10月22日（日） 白石第一小学校
体育館

ALTA祭
（第34回白石市勤労青少年ホームまつり）

（10月１日～11月５日）〈　　＝花火打ち上げ〉

歌　
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聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

米　

澤　

礼　

子　

選

「外」国人
　日本語では「外国人」は「ほかの国から来た人」という意味です。
それでは「外国人」を英語に翻訳すると何と言うのでしょう？
　「外国人」＝「Foreigner」（フォリナー） です。さて、電子辞書で調
べると「foreigner」 には２つの意味が出てきます。
①ほかの国から来た人（でも不快なニュアンスです）
②ほかもの、別人
　日本に住んでいる「外国人」は、必ず一日24時間「外国人登録
証明書」を持っていなければなりません。その「外国人登録証明書」
の下に小さく英語が書かれていますが、日本国政府は何と訳して
いるでしょうか？　答えは「Certifi cate of Alien Registration」（エ
イリアン登録証明書）。何と「エイリアン」には｢異星人｣とか「宇宙
人｣などという意味があるのです。漢字が読めない外国人たちはな
ぜ顔と名前の下に「異星人」と書いてある証明書を持っていかな
ければならないのかと思います。
　「フォリナー」と言う言葉を多民族国家のオーストラリアでは使
いません。オーストラリアでは一般に「background」（バックグラウ
ンド）という言葉を使います。例えば中国系のオーストラリア人だ
とすれば 「Chinese background」と言います。オーストラリアの
学校では「Non English Speaking Background（ＮＥＳＢ）」（英
語以外の言語を話す人々）と呼び、その子どもたちを対象にした特
別な英語の授業（ＥＳＬ）が行われる場合もあります。
　オーストラリア人の25％は外国生まれです。また43％の人々は
両親のどちらか、もしくは両親ともが外国で生まれています。　
オーストラリアは「外国人」ばかりの国です。８月に来たＡＬＴのカ
レンさんは白石に来る前、オーストラリアの小学校で９年間教えて
いました。その小学校はシドニーの西にあり、90％の子どもたち

が英語以外のバックグランドでした。そのうち45％ぐらいがアラ
ビア系、25％がベトナム系、残り20％はギリシャ、中国、クロアチ
ア、イタリア系の子どもです。両親ともがオーストラリアで生まれた
という子どもは10％にすぎません。しかし、これからオーストラリ
アで育つ、この学校の子どもたちは全員が「オーストラリア人」で
あり、さまざまな人種、言語、習慣、食文化、それが｢マルチカルチャ
リズム｣の国、オーストラリアです。
　日本人は目、髪、肌の色が同じで、文化や習慣もほぼ同じです。
ですから「フォリナー」と外国人に言うと、相手の人は「仲間じゃな
い」という気分になるかもしれません。特に長い間、日本に住んで
いる外国人や日本人と結婚している外国人はそう思うでしょう。こ
れから国際交流がどんどん進んでいくと、日本人も外国人を「フォ
リナー」と見るのではなくなると思います。日本では「外国人」とい
う言葉を普通に使っています。悪いニュアンスでもない、良いニュ
アンスでもないので日本人同士で使うのは「ＯＫ」だと思います。
でも外国の人に直接話すときにはちょっと注意した方がいいとこ
ろもあります。
　よく日本人から聞いたことがあります…。
　日本人：「I like meeting foreigners」＝ （外国人と会うのが楽し
いです）
　今度はこれを使ってみたらどうかな？
　「I enjoy meeting people from other cultures.」 ＝（ほかの文
化圏の人たちと交流できるのが楽しいです）
　リサは日本生まれですが「外国人」と言われません。でも１歳半
から外国（オーストラリア）で育ち、「日本人」とも呼ばれません。
ちょっと変だよねー！（＾^ ；）



　は問い合わせ先です

D o you know?

く
ら
し
の
ヒ
ン
ト

1213

「
好
奇
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
」

　

〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
〜

問
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

　

0
２
２
―

０
７
８
３

　
（
相
談
日　

月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お　

な　

や　

み

■
10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　

平
成
18
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
４

カ
月
分
の
児
童
手
当
を
10
月
に
支
給
し

ま
す
。
10
月
５
日
以
降
に
金
融
機
関
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

  

現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
、
児
童
手

当
が
振
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
至
急

手
続
き
く
だ
さ
い
。

■
児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

児
童
手
当
は
、
保
護
者
が
申
請
し
な

け
れ
ば
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
０

歳
か
ら
小
学
校
６
学
年
修
了
前
の
お
子

様
ま
で
が
支
給
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

所
得
制
限
な
ど
で
却
下
に
な
っ
て
い
た

方
も
、
前
年
中
の
扶
養
人
数
や
所
得
額

に
よ
っ
て
は
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、

各
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
今
年
の
現
況
届
で
却
下
と
な
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
来
年
５
月
中
に
改
め

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
課
0
２
２
―
１
３
６
３

　

来
年
４
月
に
小
学
校
就
学
予
定
の
お

子
様
を
対
象
に
「
発
達
検
査
」
を
実
施

し
ま
す
。
就
学
予
定
の
各
小
学
校
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
左
記
の
日
程
表
に

従
っ
て
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
保
護
者
ま
た
は
代
理

の
方
の
付
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課　

0
２
２
―
１
３
４
２

　

最
新
の
統
計
資
料
や
市
町
村
一
覧
、

行
事
予
定
な
ど
を
掲
載
し
、
見
や
す
く

使
い
や
す
い
、
平
成
19
年
版
「
み
や
ぎ

手
帳
」
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

●
頒
布
価
格
（
税
込
み
）

　

大
型
版
（
17.5
×
8.8
㎝
）
５
０
０
円

●
申
込
先

　

企
画
情
報
課
ま
た
は
各
地
区
公
民
館

●
申
込
締
め
切
り
日　

10
月
31
日（
火
）

問
企
画
情
報
課　

0
２
２
―
１
３
２
４

〜
悩
み
や
苦
情
は
ま
ず
相
談
〜

　

10
月
16
日
か
ら
22
日
は
、
秋
の
行
政

相
談
週
間
で
す
。
総
務
省
で
は
、
行
政

相
談
制
度
の
よ
り
一
層
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
、
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法

人
、特
殊
法
人
な
ど
へ
の
苦
情
や
意
見
、

要
望
と
い
っ
た
ご
相
談
に
応
じ
、
そ
の

解
決
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
行
政
相
談
員
の

梶
川
み
つ
子
さ
ん
と
島
貫
征
夫
さ
ん

が
、市
庁
舎
で
の
定
例
相
談
会
の
ほ
か
、

い
つ
で
も
自
宅
で
皆
様
の
相
談
に
無
料

で
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■「
巡
回
行
政
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

●
日
時　

10
月
21
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

大
鷹
沢
公
民
館（
青
少
年
室
）

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

　

恩
給
欠
格
者
ま
た
は
引
揚
者
の
方
々

に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
事
業
の

概
要
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.heiwa.go.jp

※
請
求
書
類
は
福
祉
事
務
所
の
窓
口
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

0
０
１
２
０
―
２
３
４
―
９
３
３

●
日
時　

10
月
15
日（
日
）10
時
〜
15
時

●
会
場　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

サ
ン
コ
ア（
柴
田
町
西
船
迫
２
丁
目
）

●
相
談
事
項　

相
続
、
遺
言
、
贈
与
、

土
地
、
建
物
、
農
地
転
用
、
会
社
設
立
、

官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
作
成
な
ど

問
宮
城
県
行
政
書
士
会
仙
南
支
部

　

太
田　

常
治　

0
２
４
―
３
３
０
３

　

10
月
２
日（
月
）よ
り
、
こ
れ
ま
で
越

河
郵
便
局
お
よ
び
北
白
川
郵
便
局
で

行
っ
て
い
ま
し
た
皆
様
あ
て
の
郵
便
物

集
配
業
務
や
貯
金
・
保
険
の
集
金
業
務

な
ど
を
白
石
郵
便
局
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
越
河
・
北
白
川
両
郵
便
局

は
、
今
後
窓
口
事
務
の
み
を
取
り
扱
う

郵
便
局
と
な
り
ま
す
。

●
変
更
業
務
に
つ
い
て

①
郵
便
物
の
集
配　

白
石
郵
便
局
よ
り

集
配
し
ま
す
。
配
達
回
数
な
ど
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
貯
金
・
保
険
の
集
金
な
ど　

白
石
郵

便
局
よ
り
お
伺
い
し
ま
す
。
取
り
扱

い
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
越
河
・
北
白
川
両
郵
便
局
の
業
務
時
間

①
郵
便
窓
口　

９
時
〜
17
時

②
貯
金
・
保
険
窓
口　

９
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

　

郵
便
、
貯
金
・
保
険
窓
口
業
務
や
恩

給
の
受
け
取
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
郵

便
番
号
に
も
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
在
で
書
留
な
ど
が
配
達
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
白
石
郵
便
局
に
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
本
人
宅
へ
の
再

配
達
や
指
定
先
へ
の
配
達
、
越
河
・
北

白
川
両
郵
便
局
で
の
受
け
渡
し
な
ど
を

行
い
ま
す
。

問
白
石
郵
便
局
郵
便
課
0
２
５
―
２
７
４
３

　

越
河
郵
便
局　

0
２
８
―
２
１
５
０

　

北
白
川
郵
便
局
0
２
７
―
２
２
２
２

　

日
本
国
内
に
住
所
を
持
つ
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
性
別
、
職
業
や
収

入
に
関
係
な
く
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
３
つ
の
種

別
に
分
か
れ
お
り
、
就
職
や
転
職
、
退

職
、
結
婚
な
ど
に
よ
っ
て
異
動
が
生
じ

た
場
合
は
、
そ
の
都
度
国
民
年
金
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
異
動
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
速
や
か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
第
１
号
被
保
険
者

●
対
象
者　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自

営
業
者
、
農
業
従
事
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
な
ど
の
皆
さ
ん
と
そ
の
配
偶
者
の

方
。

●
加
入
手
続
き　

現
在
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料　

月
額
１
３
、８
６
０
円（
平

成
18
年
度
）。
納
付
書
な
ど
を
使
い
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
の
窓
口
で
納

め
る
か
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て
納
め

て
く
だ
さ
い
。

■
第
２
号
被
保
険
者

●
対
象
者　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
65

歳
以
上
で
厚
生
年
金
に
加
入
中
で
あ
っ

て
も
、
老
齢
厚
生
年
金
な
ど
の
受
給
権

の
あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

●
加
入
手
続
き　

勤
務
先
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
す
る
と
、
国
民
年
金

に
も
同
時
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
保
険
料　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
の
掛
け
金
と
し
て
、
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者

●
対
象
者　

第
２
号
被
保
険
者
の
夫

（
妻
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
妻
（
夫
）

●
加
入
手
続
き　

配
偶
者
の
勤
務
先

に
、
健
康
保
険
の
扶
養
手
続
き
と
併
せ

て
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料　

個
人
で
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
配
偶
者
の
給
料
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
保
険
料
は
、
配
偶
者
の
加

入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
負
担
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
存
じ
で
す
か
？

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
経
済
的
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
方
に
は

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
る
に
は
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
大
河
原
社
会

保
険
事
務
所
ま
た
は
市
庁
舎
１
階
市
民

課
国
民
年
金
相
談
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

秋
の
便
り
も
届
く
今
日
こ
の
ご

ろ
、
悪
質
商
法
で
困
っ
て
い
る
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
泣
き
寝
入
り
せ
ず

に
当
相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至

る
ま
で
数
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い

る
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
。
今
月
は

こ
う
い
っ
た
通
信
機
器
の
端
末
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。

■「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」や「
ア
ダ
ル

　

ト
サ
イ
ト
」で
の
ト
ラ
ブ
ル

　

見
知
ら
ぬ
者
同
士
が
手
軽
に
知
り

合
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
出
会
い

系
サ
イ
ト
」
で
す
。
し
か
し
、
見
え

な
い
相
手
を
信
用
し
て
「
軽
い
デ
ー

ト
が
で
き
れ
ば
」
と
メ
ル
友
に
な
っ

た
つ
も
り
が
、
高
額
な
商
品
の
購
入

契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
凶
悪
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
好
奇
心
で
「
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
」に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、「
無
料
」

と
記
載
さ
れ
た
画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
と
、「
登
録
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
近
日
中
に
入
会
金
や
登

録
料
を
お
支
払
く
だ
さ
い
。」
と
の

メ
ー
ル
が
入
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
何
も
せ
ず

に
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。「
退

会
手
続
き
す
る
・
し
な
い
」
の
選
択

肢
が
出
た
と
き
に
、
慌
て
て
「
退
会

手
続
き
す
る
」
を
選
択
す
る
と
、「
登

録
完
了
」
や
「
入
会
手
続
き
完
了
」

の
表
示
が
出
て
高
額
料
金
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
額
請
求

さ
れ
た
と
き
は
、
無
視
す
る
か
電
話

番
号
を
変
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
売

買
取
引
な
ど
で
の
ト
ラ
ブ
ル

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
自

宅
で
買
物
や
契
約
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
利
便
性
が
向
上
し
た
反
面
、
相

手
が
見
え
な
い
こ
と
を
利
用
し
た
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
虚
偽
の
商
品
を
販

売
し
、
代
金
を
振
り
込
ま
せ
て
行
方

を
く
ら
ま
し
た
り
、
購
入
し
た
も
の

の
商
品
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
、
粗
悪

な
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
被
害
に
遭
っ
て
も
金
額
が

少
な
い
の
で
泣
き
寝
入
り
す
る
人
が

多
い
「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
（
競

売
サ
イ
ト
）」
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

数
発
生
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

取
引
や
契
約
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で
広
告

メ
ー
ル
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
出
会

い
系
サ
イ
ト
、
非
通
知
電
話
な
ど
に

接
触
し
な
い
よ
う
話
し
合
っ
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
悩

ま
ず
、
隠
さ
ず
、
早
め
に
最
寄
り
の

警
察
署
や
当
相
談
室
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

〜
秋
季
農
作
業
安
全
運
動
展
開
中
〜

　

９
月
15
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
は
秋

季
農
作
業
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　

今
年
に
入
り
、
県
内
で
は
４
件
の
農

作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
事

故
の
原
因
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
ミ
ス

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
年
齢
と
共
に

体
力
や
視
力
、
判
断
力
は
低
下
し
ま
す
。

「
慣
れ
た
仕
事
だ
か
ら
」
と
油
断
せ
ず
、

「
年
に
１
回
し
か
な
い
仕
事
だ
か
ら
」
と

気
を
引
き
締
め
、
早
め
に
機
械
の
点
検

や
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
余
裕
を
も
っ

た
作
業
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
、
心
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
農
作
業
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
農
作
業
安
全
の
た
め
に
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
！

①
こ
れ
か
ら
使
う
機
械
や
道
具
の
点
検

は
、
早
め
に
行
う
。

②
定
期
的
に
休
憩
を
取
れ
る
無
理
の
な

い
作
業
計
画
を
作
成
す
る
。

③
狭
い
農
道
を
走
行
す
る
際
は
、
路
肩

の
状
況
を
事
前
に
確
認
す
る
。

④
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し
た
服
装

を
心
掛
け
る
。

⑤
ほ
場
の
出
入
り
や
あ
ぜ
越
え
は
、
適

切
な
速
度
で
慎
重
に
行
う
。

⑥
機
械
な
ど
の
点
検
や
調
整
時
に
は
、

初
め
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

●
主
催　

農
作
業
安
全
運
動
推
進
宮
城
県
本
部

問
農
林
課　

0
２
２
―
１
２
５
３

恩
給
欠
格
者
お
よ
び

引
揚
者
の
皆
様
へ

「
み
や
ぎ
手
帳
」を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

10
月
２
日
か
ら
越
河
郵
便
局
お
よ

び
北
白
川
郵
便
局
の
業
務
が
窓
口

事
務
の
み
と
な
り
ま
す

10
月
16
日
か
ら
22
日
は

秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す

人
生
の
節
目
に
は
国
民
年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す

問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所　

0
０
２
２
４
―
５
１
―
３
１
１
１

市
民
課
国
民
年
金
相
談
係　

0
２
２
―
１
３
１
２　
　
　
　
　

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

平
成
19
年
次

就
学
時
発
達
検
査
を
実
施
し
ま
す

「
目
指
せ
事
故
ゼ
ロ
！

　
　

危
険
予
測
で
安
全
確
保
」

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

学校名 実施月日 受付時間
大鷹沢小学校 10月  3日（火） 13:30 ～13:50
大 平 小 学 校 10月11日（水） 13:30 ～13:50

白石第一小学校 10月12日（木）
男子13:30 ～13:50
女子14:10 ～14:30

越 河 小 学 校 10月12日（木） 14:00 ～14:20
深 谷 小 学 校 10月13日（金） 13:45 ～13:55
福 岡 小 学 校 10月13日（金） 13:45 ～14:00
白石第二小学校 10月13日（金） 14:00 ～14:20
白 川 小 学 校 10月24日（火） 13:50 ～14:10
斎 川 小 学 校 10月25日（水） 13:30 ～13:40
小 原 小 学 校 10月27日(金） 14:45 ～14:55
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問公立刈田綜合病院　問公立刈田綜合病院　0025-214525-2145

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）
びん類

（第2・第5曜日）
缶

（第3・第5曜日）
プラスチック
（第３曜日）
もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

問生活環境課　022－1314

　

県
税
お
よ
び
市
税
の
滞
納
に
よ
り
差

し
押
さ
え
た
電
話
加
入
権
の
公
売
を
宮

城
県
と
合
同
で
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
20
日（
金
）10
時
〜

●
場
所　

宮
城
県
大
河
原
合
同
庁
舎

　
　
　
　

１
０
１
会
議
室

●
参
加
資
格　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず

原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
公
売
方
法　

入
札

●
当
日
持
参
す
る
物　

印
鑑
（
法
人
の

場
合
は
代
表
者
印
）、
委
任
状
（
代
理

人
の
場
合
）、
買
い
受
け
代
金

※
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

前
日
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
収
納
管
理
室　

0
２
２
―
１
３
１
３

　

宮
城
県
大
河
原
県
税
事
務
所

　

0
０
２
２
４
―
５
３
―
３
１
１
４

●
日
時　

11
月
４
日（
土
）10
時
15
分
〜
17
時

●
会
場　

大
河
原
駅
前「
オ
ー
ガ
」２
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル
１
・
２

●
主
な
相
談
事
項

①
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金

②
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

③
就
業
規
則
、
時
短
、
三
六
協
定
な
ど

④
賃
金
、
雇
用
、
離
職
問
題

⑤
各
種
給
付
金
、
助
成
金

⑥
そ
の
他
、
労
務
管
理
全
般

問
宮
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
大
河
原
支
部

　

大
橋　

敏
郎　

0
２
２
―
４
７
２
５

　

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査
を

左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
検

査
を
受
け
な
い
計
量
器
は
、
取
引
や
証

明
に
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
も
の
に
つ
い
て
も
「
免
除
」

の
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
の
で
、
検
査
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課　

0
２
２
―
１
３
２
１

　

宮
城
県
計
量
検
定
所

　

0
０
２
２
―
２
４
７
―
１
６
４
１

りと治療を受けてもらうことが大事です。
　また、患者さんを取り巻く地域事情や家庭事情なども
考えて医療を提供していかなければならない…と痛感し
ています。
　これからも患者さ
んとのコミュニケー
ションを大切にしな
がら、薬剤部スタッ
フと共に地域の皆様
に信頼される薬剤部
を創
つく

っていきたいと
考えています。どう
ぞよろしくお願いし
ます。

　当院で働くスタッフを通して、刈田病院の今をご紹介
します。第４回は後藤美紀子薬剤部長です。

　「薬剤師の仕事が大好きです」

　今春から薬剤部長として勤務することになりました後
藤です。
　春といっても寒さの残る季節に通勤しはじめたのに、
気が付くともう秋の気配を感じる季節になっています。
あっという間に６カ月が過ぎました。病院薬剤師の仕事
が大好きな私が、刈田病院で仕事をさせていただける喜
びを日々感じています。
　毎日病棟を回ったり、外来処方せんを見ていて感じる
ことは、高齢の患者さんがとても多いことです。薬は病
気を治すための重要な役割を担いますが、その重要性を
患者さんに説明し、よく理解してもらってから、しっか

10月のごみ収集日について（お知らせ）
10月のごみ収集日程は、下記のとおりとなっていますので、ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆10月のごみ収集日予定表（日付は10月の収集日です）

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や前夜出
しはしないでください）。
○びんは、色により３種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。
○缶類とプラスチック類は、それぞれに分けて資源の袋（赤）に入れて出してください。

◎スプレー缶や使い捨てガスライターのごみの出し方について
　次のことをきちんと守ってごみ出しをしてください。
　★スプレー缶などは、①中身を必ず使い切ること。②必ず穴を開けること（風通しの良い所で）。
　★ガスライターは、ガスを使い切ること。

◎祝日に伴う収集日の変更について
　大鷹沢・白川・小下倉、鷹巣地区の資源ごみ(びん類)は10日(火)に収集日が変更になります。お間違えのないようご
注意ください。

●野外での焼却(野焼き)の禁止について
　「少しの量だからいいだろう」、「風がないから大丈夫だろう」と安易に廃棄物（ごみ）を野外でドラム缶や穴を掘っ
て焼却することを「野焼き」といい、法律で禁止されています。
　家庭から出た紙くず、ビニール、プラスチックなどを燃やすことは、黒煙や悪臭（有害ガス）を発生させ、近隣
の方に不快感を与えます。また、飛び火して火災の発生を招くこともあり危険です。
　野焼きは、周辺地域の方々に迷惑を掛けることになります。家庭から出たごみは、決められたごみごとに分別し、
集積所に出すようにしてください。

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
●日時　10月12日（木）・26日（木）　11:00～11:30（時間厳守）
●場所　健康センター前
〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください（保健所の職員が来るまで待っていただくことがあります）。

猫の場合は、必ず麻袋（土のう袋は不可）など丈夫な袋に入れてください。また、届け出書が必要となりますので印鑑をご持参ください。

　

８
月
31
日
、
宮
城
県
が
管
理
す
る
河

川
周
辺
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

美
化
活
動
を
支
援
す
る
事
業
「
ス
マ
イ

ル
リ
バ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
、
斎
川
公
園
愛
護
会
（
岩
崎
廣

代
表
）
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
川
公
園
愛
護
会
で
は
、１
１
３
号
線

郡
山
橋
付
近
の「
か
た
ら
い
の
水
辺
公

園
」の
あ
る
斎
川
右
岸
約
２
４
０
ｍ
の
区

間
で
、堤
防
の
清
掃
・
除
草
や
階
段
の
安

全
確
認
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
建
設
課　

0
２
２
―
１
３
２
６

　

家
族
関
係
な
ど
、
生
活
の
困
り
ご
と

相
談
に
大
河
原
調
停
協
会
の
委
員
が
無

料
で
応
じ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
20
日（
金
）10
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

問
大
河
原
調
停
協
会
事
務
局

　

0
０
２
２
４
―
５
２
―
２
１
０
１

▲８月31日に行われた認定式
　（左から３人目が岩崎代表）

  3日（火）   2日（月）   6日（金）   5日（木）  6日（金）   2日（月）   4日（水）

10日（火）
31日（火）

10日（火）
に変更です
30日（月）

13日（金） 12日（木） 13日（金）
10日（火）
に変更です
30日（月）

11日（水）

17日（火）
31日（火）

16日（月）
30日（月） 20日（金） 19日（木） 20日（金） 16日（月）

30日（月） 18日（水）

17日（火） 16日（月） 20日（金） 19日（木） 20日（金） 16日（月） 18日（水）

24日（火） 23日（月） 27日（金） 26日（木） 27日（金） 23日（月） 25日（水）

3・10・17・
24・31

  2・16・
23・30

  6・13・
20・27

  5・12・
19・26

  6・13・
20・27

  2・16・
23・30

  4・11・
18・25

  3・6・10・
13・17・20・
24・27・31

2・5・12・16・19・23・26・30 2・4・5・11・12・
16・18・19・23・
25・26・30

3・4・6・10・
11・13・17・
18・20・24・
25・27・31

公立刈田綜合病院紹介公立刈田綜合病院紹介

▲「薬に関して分からないことがあれ
ば、お気軽にご相談ください。」

電
話
加
入
権
の
公
売
を
実
施
し
ま
す

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

「
ス
マ
イ
ル
リ
バ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
斎
川
公
園

愛
護
会
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

実施日 検査時間 検査場所 対象地区

10月2日（月）
10:30～12:00 越河公民館 越河全地区
14:00～15:00 小原公民館 小原全地区

10月3日（火）

10:30～15:00
市庁舎

正面駐車場
（車庫）

斎川全地区、大平全地区、大鷹沢全
地区、白川全地区、南町、田町、本町、
中町、長町、亘理町

10月4日（水） 福岡全地区、短ヶ町、新町、西益岡、中
益岡、東益岡、清水小路、寿町、柳町

10月5日（木）
本郷第1・第2・第3・第4、寿山、緑が
丘、鷹巣、旭町、上郡山第1・第2、郡
山、小下倉
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※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報を26ページに掲載しています。

１．セレブのルール 榊原　節子　著
２． 一生モノの人脈力
  キース・フェラッジ　著
３．「親力」（おやりょく）365日！
  親野智可等（おやのちから）著
４．「左利き」は天才？
  デイヴィッド・ウォルマン　著
５．脳が「生きがい」を感じるとき
  グレゴリー・バーンズ　著
６．恐怖の病原体図鑑 トニー・ハート　著
７．カード・セキュリティのすべて
  神永　正博　著
８．布草履・藁草履を作ろう
  杉沢　周子　著
９．ワンポイントクロスステッチ
  ブティック社　編
10．ヘンプ読本 赤星　栄志　著
11．ドイツ・ソーセージをつくる
  ベルンハルト・ガム　著
12．サザエさんの〈昭和〉 鶴見　俊輔　編
13．漆の器それぞれ 高森　寛子　著
14．Steiff  teddy bears（限定ベアの世界）
  シュタイフミュージアム　監修
15．志ん生芸談 古今亭　志ん生　著
16．はじめての海釣り 高橋　哲也　監修
17．シャルビューク婦人の肖像
  ジェフリー・フォード　著
18．草原の覇王チンギス・ハーン
  津本　陽　著
19．エバーグリーン 豊島　ミホ　著
20．カオスコープ 山田　正紀　著
21．ぼくの町に電車がきた
  鈴木　まもる　文・絵
22．老犬クー太命あるかぎり
  井上　夕香　作
23．ハナゴンドウのノンちゃん
  井上　こみち　文
24．大きな友だちゴリラ こやま　峰子　作
25．タイの少女カティ
  ジェーン・ベヤジバ　作
26．虎の弟子 ローレンス・イェップ　著
27．とらはえらい 五味　太郎　作
28．ねこのパンやさん
  ポージー・シモンズ　作・絵
29．ちかくにいるのだあれ 中村　牧江　文
30．ホイップベアーときいちご
  ロコ・まえだ　絵・文

■新着図書案内30選■
（1～20…一般書、21～30…児童書）

①おつきあいのマナー１　家庭編
②おつきあいのマナー２　社会編
③おいしくたべるマナー　
④お祝いのマナー  
⑤おくやみのマナー 
  マナーを守ることでお互い快適な生活を。
冠婚葬祭も網羅しており、大きな図で分かり
やすい本です。

　10月1日（日）から10日（火）まで、
蔵書点検期間のため休館します。
　本の返却は、玄関わきの青いポス
トに入れてください。
　ポストがいっぱいの場合は、10
月11日（水）以降、カウンターにお
持ちください。

　かわいいスノーマンのクリスマス
タペストリーを作ってみませんか?
●日時　11月18日（土）9:30～12:00
●場所　図書館2階文化室
●定員　小学生のお子さんと保護者
の2人1組の親子8組（先着順）
●参加費　680円（材料代）
※当日お支払いください。
●講師　佐藤　晴美先生
●申込受付期間
10月11日（水）～11月10日（金）
●申し込み方法　電話または直接
来館の上、お申し込みください。
●準備物　古いタオル
※汚れても良い服装でご参加ください。

　図書館南側のテラスに「すぎのこ
母親クラブ」（第一児童館）のご協
力をいただき、季節の花をアレンジ
したガーデニングコーナーができま
した。どうぞご覧ください。

●日時　11月28日（火）
　　　　14:00～16:00
●場所　第一幼稚園　2階遊戯室
●対象　一般市民
●定員　60名（先着順）
※1歳6カ月から未就学児までの託
児を行います。
●演題　「読み聞かせの仕方と実演」
●講師　のぞみ文庫　川端　英子氏
　　　　（仙台市在住）
●共催　第一幼稚園
●申込受付期間
10月11日（水）～11月17日（金）
●申し込み方法　電話または直接来
館の上、お申し込みください。
「おはなしひろば」については、子育
て情報（26ページ）に掲載しています。

問博物館建設準備室（中央公民館内）
022-1343・26-2453

　仲秋の名月にちなみ、武家屋敷で
「お月見と古文書展」を開催します。
皆さんのお越しをお待ちしています。
●開催期間・時間
10月6日（金）～18日（水）9:00～17:00
●内容　古文書（木村家文書）の展示
◎10月6日（金）のイベント内容

【9:30～11:00】
お供え物の展示、篠笛の演奏

【11:00～12:00】
図書館読み聞かせボランティアの皆
さんによる「おはなしひろば」
※このページの無料入場券を切り
取って持参された方（グループ・家族
を含む）は入場料が無料となります。

12 図書館
10月の休館日　1～10（蔵書点検期間）・16・23・30日
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/
開館時間　火・水・金・土曜日　9:00 ～ 17:00
　　　　　木曜日 9:00 ～ 19:00・日曜日 9:00 ～ 16:00026-3004　426-3505

今月の書棚

暮らし上手なマナーのコツのコツ（全５巻）
暮らしのマナー研究会編　リブリオ社

入村無料

8 片倉家中武家屋敷
「旧小関家」

9 スパッシュランドしろいし
029-2326　429-2328

10月の休館日　4・11・18・25日
029-2326　429-2328

　館内点検のため、10月16日（月）
から20日（金）まで特別休館します。

5 あしたば白石
（働く婦人の家）

10月の休館日　2・8・9・16・22・29日
0・425-5095

～こけ玉に草花を
寄せ植えしてみませんか～

●日時　10月13日（金）10:00～11:30
●会場　ふれあいプラザ（本町）
●材料代　600円
　　　　　（苗・材料代など）
●募集人数　15名（先着順）
●申込開始日　10月3日（火）

～会津西街道“大内宿”の歴史と伝
説を求めて…～
●日時　10月27日（金）8:10～16:30
●行き先　福島県下郷村（塔のへつ
り・大内宿・世界のガラス館）
●講師　鈴木智恵子先生
●参加費　3,500円（昼食、バス代など）
●募集人数　31名（先着順）
●申込開始日　10月4日（水）

問そば処小原なごみ茶屋　029-2760
　　　　　○開館時間　9:00～16:30

　先着300名に小原産リンゴを無料配
布します。お早めにお越しください。
●日時　11月5日（日）10:30～（雨天中止）
●内容　リンゴの皮むき大会、太鼓
演奏、踊り、新作紙芝居「小原の伝説」、
振る舞いもち、お楽しみ抽選会など

●営業時間　10:00～16:00
●主な品ぞろえ　お菓子類、おみや
げ類、材木岩名物ソフトクリーム

●料金　レンタル釣りセット100
円、釣りえさ300円、魚釣り代（ニジ
マス1kg（6・7匹見当）当たり1,700円
●営業時間　10:00～16:00

●営業時間　11:00～15:00
　　　　　　（毎週水曜日定休）
※「小原いきいき直売所」については、
19ページの「しろいし・フレッシュ
マーケットだより」に掲載しています。

見学無料
■第4回秋の検断屋敷まつり

■土・日・祝日営業「つり堀」

6 材木岩公園内
「検断屋敷」など

■「そば処小原なごみ茶屋」

■お月見と古文書展

お気軽にご利用ください。
相談は無料、秘密は守ります

　専門の相談員による相談は月・水・
金の9:00～16:30に行っていますの
で、ご利用ください。ただし、緊急
時にはこの限りではありません。
●場所　字本町27
　　　（ふれあいプラザ）022-6035

　あしたば白石の「水墨画サークル」
の作品を展示しています。ぜひ、ご
覧ください。
●開催期間　10月1日（日）～31日（火）
●場所　ふれあいプラザ1階

開村時間　9:00～17:00   026-3993

　勝部領樹コレクションの第2部が
始まります。ぜひ、ご覧ください。
●開催期間　10月17日（火）～12月11日（月）

　ロクロ体験やコマ回し大会、こけ
し・がん具の即売、鎌先温泉ペア宿
泊券などの豪華景品が当たるビンゴ
大会など、イベントが目白押しです。
●日時　10月8日（日）11:00～15:00
●飲食券　大人券:1000円・子ども
券:500円【焼きそば・いも煮・生ビー
ル3杯（子ども券はジュース）】
●飲食券取り扱い　こけし村、商工
観光課

●絵付け料　600円（木地代含む）

024-3030　424-3033
開館時間　9:00～17:00

　市民が愛情を込めて育てた菊花を
白石城本丸に展示します。
●開催期間・時間
10月26日（木）～11月12日（日）9:00～16:00
●場所 白石城本丸内

　白石城および益岡公園では、四季
を通じていろいろな花を楽しむことが
できます。10月はキンモクセイやヤマ
ブキなどが見ごろとなりますので、ぜ
ひご覧ください。

■「こけ玉ガーデニング講座｣
　受講生募集

■第8回白石城菊花展

4 白　石　城

■今月の花暦

■「民話を訪ねる」受講生募集！

■勝
かつ

部
べ

領
りょう

樹
き

コレクション展　PART2

3 土・日・祝も開館しています！

ふれあいプラザ
ふれあいプラザ事務室
022-6025　422-6027
男女共同参画相談支援センター
022-6035　422-6037
ファミリーサポートセンター　0・425-5488
開館時間　8:30～17:15
（土日祝　10:00～16:00）

　DV（配偶者間の暴力）、セクハラ、
ストーカーで悩んでいませんか?
一人で抱え込まずに、一緒に解決方
法を探りましょう。電話での相談も
できます。また、自分の心や生き方、
人間関係を見つめたい方へのカウン
セリングも行っています。

7 弥治郎こけし村

10
働く若者をバックアップ

ALTA shiroishi
（勤労青少年ホーム）

10月の休館日　1・8・9・15・22・29日
開館時間　13:00～21:00
0・425-3720

●日時　10月22日（日）10:00～15:00
●場所　白石第一小学校体育館
●駐車場　日本たばこ跡地
【ステージ発表】　日本舞踊・民謡・
着物着付け・ギター・エアロビクス
【作品展示】　書道・華道池坊・華
道小原流・編み物・写真倶楽部
【特別講演】13:30～14:30
『リサとキムのメキシコを旅して』
　広報しろいしでおなじみのリサと、
メキシコで人道的ボランティアを経
験してきたキムが目の当たりにした
メキシコとは…（プレゼント付き）

【ALTA人気講座・体験コーナー】

●定員　10名程度
●参加費　2,500円
※事前にお申し込みください。

※フリーマーケットもあります。
●申し込み方法
　来館または電話、Eメールでお申
し込みください。
●電話受付時間　13:00～21:00
　　　　　　　　（休館日を除く）
●Eメール　kinro@city.shiroishi.miyagi.jp

■ALTA祭（第34回白石市勤労青
少年ホームまつり）開催！ ■シルバーアクセサリー体験コーナー

　オリジナル指輪作成

11 いきいきプラザ 10月の休館日　2・10・16・23・30日
0522-1635　422-1636

｢牛乳パックのペン立てメモ用紙入れ｣
●日時　10月21日（土）10:00～11:30
●持参する物　牛乳パック4個、ハ
サミ、カッターナイフ

■青っ葉市（毎週土曜定期市）
●日時　10月7・14・21・28日

（いずれも土曜日）8:30～12:00

●日時　10月28日（土）8:30～12:00

■定期リサイクル教室（定員10名） ■青っ葉市（毎週土曜定期市）

■男女共同参画相談支援センター
■ふれあいミニ展示　
入場無料

10月の休村日　4・11・18・25日

■こけし村「ふれあい祭り」開催！

■こけしの絵付けを体験してみませんか！

入場無料

■「材木岩売店」

■特別休館します

■茶道体験コーナー（無料）

■フリーマーケット（第4土曜日）

■除細動器操作講習会（無料）

武家屋敷催事「お月見の会」
無料入場券（家族・グループ可）
（10月6日（金）に限る）

蔵書点検のため休館します

トールペイントひろば

図 書 館ひ◆ろ◆ば

ガーデニングコーナーが完成！

読み聞かせ講習会



5．青っ葉市直売所
①ポーチパーク【１月第３週～12月第４週】
　○販売日時：毎週水・土曜日、9:00～13:00
②本郷店【２月第２週～12月第３週】
　（旧国道113号角田街道踏切そば）
　○販売日時：毎週水曜日、8:30～12:00
③いきいきプラザ【５月第２週～12月第３週】
　○販売日時：毎週土曜日、8:30～12:00
④松田麺業（今年は休業します。）

●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜、クリ、リンゴなど
●問い合わせ：菊地　トミ　025-4600

2．小原いきいき直売所【定休日：第１・３火曜日】
●販売日時：４月～ 11月、10:00 ～ 15:00
●場　　所：小原材木岩公園内
●今月の品ぞろえ：しそ巻き、ダイコン、ハクサイ、リンゴ、ナシなど
●問い合わせ：小原いきいき直売所　029-2760

6．バーバ工愛市（クラブいち）【１月～３月は休業】
●販売日時：毎週水・土曜日、９ :00 ～ 12:00
●場　　所：水曜日…JAみやぎ仙南白石地区本部構内
　　　　　　土曜日…JAみやぎ仙南福岡支店構内
　　　　　　　　　　（アグリハウス）
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜､花､しそ巻きなど
●問い合わせ：JAみやぎ仙南女性部　白石地区バーバ工愛市
　　　　　　025-1344

※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載してい
ます。

1．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日、10:00～13:00
●場　　所：ポーチパーク内ほか
●今月の品ぞろえ：放し飼い卵、季節の旬の野菜、漬物
●問い合わせ：佐久間　義昭　025-6836

4．森合や直売所
●販売日時：毎週月･水･金曜日、6:00～10:00　毎週土曜日、９:00～12:00
●場　　所：月･水･金曜日…森合沖ノ前地内カウボーイ西側（緑の旗が目印）
　　　　　　土曜日…カウボーイ南側入り口わき
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜､花の苗など
●問い合わせ：森合や　0090-7072-5004

生涯学習課
022-1327

問

3．馬牛沼産直センター【定休日：毎週月・水・金曜日】
●販売日時：毎週火・木・土・日曜日、10:00 ～ 17:00
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
●今月の品ぞろえ：枝豆、ダイコン、ハクサイ、米、花など
●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

▲公民館での活用の様子

▲おまつりでの活用の様子

　市内８カ所の地区公民館は、平成17年４月から各ま
ちづくり協議会で運営されており、地域住民に対する
活動拠点の提供と、各地域が協力して活動を行うこと
を目的に、白石地域振興連合会を組織しました。
　地域づくりのため、ハイビジョンテレビ、ＤＶＤビデ
オカメラとレコーダーを共同で購入し、地域独自の伝
統文化や自然などを記録することで、後世に残す財産
とするほか、各地域が連携した地域活性化の推進を図
るため、事業内容を映像
で記録し、互いの事業へ
の参考としています。
　今後は専門的な知識の
習得を目指し、各まちづ
くり協議会の連携を一層
深めていきたいと考えて
います。

　財団法人自治総合センターによる宝くじの受託事業収入を財源とした、平成18年度自治宝く
じコミュニティ助成事業の助成金を受けて、地域づくりのためにさまざまな整備を行いました。
　今回は白石地域振興連合会と小原地区活性化推進協議会をご紹介します。

白石地域振興連合会
【地域活性化事業の推進】

　平成18年度自治宝くじコミュニティ助成事業を受け
て、検断屋敷まつりや地域イベントに使用するため、
テント、机、イス、アンプセット、除雪機を購入したほか、
「小原の伝説」を題材とした
紙芝居５編も作成しました。
　協議会では、活性化事業
の一環として年４回開催す
る検断屋敷まつりをはじめ、
各種イベントを企画してき
ましたが、必要とする備品
などはその都度借用して活動してきました。今回の備
品の購入により、手軽にまつりやイベントが実施でき
るようになり、地域の活性化はもとより、地域間交流
もより活発化してきました。
　第３回夏の検断屋敷まつりも盛大に行われ、多くの
人々に深い感銘を与えることができました。

小原地区活性化推進協議会
【検断屋敷まつり開催】

自治宝くじコミュニティ助成事業 ～コミュニティの健全な発展が図られています～

しろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだより

しろいし産の新鮮な旬の農作物などの直売所情報を掲載します。

■市内施設のなるほどイベント情報

1819

■パソコン講習会・アテネ塾

1 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　水～日曜日・祝日　9:00～17:00 10月の休館日　2・3・10・11・16・17・23・24・30・31日
022-1500　422-1502

●申し込み締め切り
10月分：10月5日　11月分：11月5日
※締め切り後でも定員に空きがあれ

通学している方で図書館共用利用者
カードをお持ちの方
●申し込み方法　ハガキ（FAX）ま
たはアテネ備え付けの申込用紙で、
各締め切り日までにお申し込みくだ
さい。郵送（FAX）の場合には①
住所②氏名③年代④連絡先の電話番
号⑤利用者カード番号⑥希望コース
名と希望月日を明記してください。
受講料、テキスト代は当日1階事務
室にお持ちください。
申込書のあて先
〒989-0257　白石市字亘理町37-3
　　　　　　白石市情報センター
※締め切り日に集計し文書にて講習
日をお知らせします。定員を超えた
コースは抽選などで調整します。
　なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承くださいますよう
お願いします。

ば受講できますので、お問い合わせ
ください。
●会場　アテネ3階会議室（研修室）
●受講資格　市民または市内に通勤、

パソコン講習会・アテネ塾　10月・11月分日程表
コース名 時間 10月 11月 定員 受講料 テキスト代 内　　容
親子コース
（各3時間）

9:30～12:30
各10組 無料 1,000円

小学校高学年の児童とその保護
者の方を対象としたインター
ネット・電子メールの利用の仕方13:30～16:30

基礎コース
（3時間） 9:30～12:30 10名 無料 1,000円 パソコン操作の基礎

インターネット・電子
メールコース（3時間）13:30～16:30 10名 無料 1,000円 インターネット・電子メールの利用の仕方
シニアゆっくり
コース（各6時間） 9:30～16:30 10名 無料 1,575円

シニア向けパソコン操作の基礎、
インターネット・電子メール、
デジカメの基礎　※65歳以上の方

Word（会報作成）
コース（6時間） 9:30～16:30 10名 2,000円 1,449円 Wordで会報作成※Word2003コース終了程度の方
Word（チラシ作成）
コース（6時間） 9:30～16:30 10名 2,000円 1,449円 Wordでチラシ作成※Word2003コース終了程度の方
Word（ハガキ作成）
コース（6時間） 9:30～16:30 10名 2,000円 1,449円 Wordでハガキ作成※Word2003コース終了程度の方
Excel（住所録作成）
  （６時間） 9:30～16:30 10名 2,000円 1,449円 Excelで住所録作成※Excel2003コース終了程度の方

※基礎コース、インターネット・電子メールコースのテキストは共用です。
※Word（会報作成）コース、Word（チラシ作成）コース、Word（はがき作成）コースのテキストは共用です。
※Excel（住所録）コース、Excel（グラフ作成）コース、Excel（管理簿）コースのテキストは共用です。

　毎年恒例の白石城茶会。今年は碧
水園の開館15周年を記念して、各
席とも趣向を凝らし、皆様をもてな
します。
　ぜひこの機会に、お誘い合わせの
上ご来場ください。さわやかな秋空
の下、お茶づくしの一日をお楽しみ
ください。
●日時　10月22日（日）10:00～15:00

●主催　白石茶道会・白石市
●お茶券取り扱い　白石茶道会・碧
水園

　世界に誇る日本の伝統芸能「能」。
そのけいこを通じて、日本の伝統や
文化に親しみ、謡

うた

い方や舞い方、そ
して、現代の生活では縁遠くなりが
ちな「和」のお作法も学べます。
●対象　小学生から高校生

■碧水園開館 15周年記念
　「白石城茶会」開催

■ふれてみよう！やってみよう！「子ども能楽教室」開催！

会　場 内　容 お茶券

白
石
城

天守閣
１席１時間
（各20名）

裏千家席
（濃茶・点心）

3,000円
（時間
指定券）

本丸内
野点

（雨天時は歴史探
訪ミュージアム）

方円流席
煎茶

各席
500円

碧
水
園

能楽堂 江戸千家席
薄茶

茶室 表千家席
薄茶

2 古典芸能伝承の館「碧水園」 10月の休館日　2・10・16・23・30日
0・425-7949

※おうちの方もご一緒にどうぞ。服
装は普段着で結構です。
●期間　10月～1月
●会場　碧水園　能楽堂
●講師　喜多流能楽師・佐々木　多門氏、
観世流能楽師・小島　英明氏ほか
●準備物　白足袋（貸し出し可）

参加無料

　慌ただしい毎日、優しい香りで癒
されてみませんか。初めての方、大
歓迎です。

■「香道講座」受講生募集【受講無料（教材費などは実費負担）】
●開講式　10月5日（木）10:00～
●期間　10月～19年3月の毎月第1、
　　　　第3木曜日10:00～12:00
●場所　碧水園茶室

11（土）

14（土）18（土）

14（土）18（土）
26（木）
～

27（金）

20（金）

21（土）

24（金）

25（土）

・ふれてみよう!

体験講座
「能にふれてみよう!」10月  9日（祝）10:30～11:30

謡を謡ってみよう!　仕舞を舞っ
てみよう!　能面・能装束を見てみ
よう!　能の楽器にふれてみよう!

・やってみよう!　　※コースを選んで申し込んでね。

『高　　砂』コース
10月14日（土）10:00～12:00
11月18日（土）10:00～12:00
12月  3日（日）10:00～12:00
  1月13日（土）10:00～12:00

謡を謡ってみよう!
仕舞を舞ってみよう!

『鶴　　亀』コース

10月27日（金）17:00～18:00
11月10日（金）17:00～18:00
11月24日（金）17:00～18:00
12月  9日（土）11:30～12:30
12月23日（祝）11:30～12:30

謡を謡ってみよう!
仕舞を舞ってみよう!

・発表してみよう!　【最終回】
発表会（碧水園舞台びらき・
高砂を謡う会発表会と合同）  1月14日（日）10:00～12:00

本格的な能舞台で、習った成果をみんな
で発表しよう！　修了証がもらえるよ！
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輝いています。今のあなた

　白石市国際交流協会では、JICA
（独立行政法人国際協力機構）との
共催で、12月に「みやぎ国際協力
のつどいin白石～今、心の輪を大
きく～」を開催します。そこで、現
在このつどいに協力していただける
ボランティアを募集しています。
　県南各市町の姉妹都市交流や国際
交流、開発途上国への援助、県南在

●募集対象児
・満2歳児（平成16年4月2日～
　平成17年4月1日生まれ）
・満3歳児（平成15年4月2日～
　平成16年4月1日生まれ）
・満4歳児（平成14年4月2日～
　平成15年4月1日生まれ）
・満5歳児（平成13年4月2日～
　平成14年4月1日生まれ）
●願書交付・受付期間
　9月下旬から当幼稚園で交付して
います。
　入園を希望される方は、11月1日
（水）9:00より受け付けますので、園
に提出してください。
問ひかり幼稚園　026-3390

白石市第一幼稚園・第二幼稚園
平成19年度園児募集

私立ひかり幼稚園
平成19年度園児募集

●入園資格
・市内に在住している方。
※小学校の学区とは関係ありません。
・他園に籍をおいていない方
●保育料　月額5,000円
※市民税の課税状況により、保育料
を減免する制度があります。
●願書交付・受付期間
　10月25日（水）以降、各幼稚園で
交付します。11月1日（水）～10日
（金）の期間内に、希望する幼稚園へ
願書を提出してください。受付時間
は土・日曜日を除く8:30～17:00に
なります。
問第一幼稚園　026-2347
　第二幼稚園　025-6326

住の外国人との共生に関心のある方
など大歓迎です。ぜひ、あなたの力
を貸してください。
●日時　12月3日（日）10:00～15:30
●場所　中央公民館大ホール
※活動の内容など、詳細については
お問い合わせください。
●申し込み・問い合わせ先
実行委員会・坂本　026-3384

●募集定員
・第一幼稚園　83名
・第二幼稚園　57名
※3歳児については、第一幼稚園が
40名、第二幼稚園が20名の定員と
なっていますが、全体の入園希望者
が募集人員を越える場合、定員にか
かわらず4・5歳児を優先しますの
で、抽選となる場合があります。
●募集対象児
・満3歳児（平成15年4月2日～
　平成16年4月1日生まれ）
・満4歳児（平成14年4月2日～
　平成15年4月1日生まれ）
・満5歳児（平成13年4月2日～
　平成14年4月1日生まれ）

　ホワイトキューブでは現在、ミニ
バスケットボール教室の参加者（小
学生）を募集しています。
　学年は問いませんので、バスケッ
トボールが好きな方や興味のある方
など、みんなで一緒に心地よい汗を
流しましょう！
　体験練習もできますので、一度会
場に足を運んでみてください。
●対象　市内在住の小学生
●日時　毎週月･木曜日、18:30～20:30
●場所　ホワイトキューブ・アリーナ
●申し込み・問い合わせ先
ホワイトキューブ　齋藤・吉崎
022-1290・422-1289

ホワイトキューブ  ミニバスケットボール教室
参加者募集

　越河駅前駐車場の利用者を募集し
ています。ご利用を希望される方は、
越河地域振興会（越河公民館内）ま
でお申し込みください。
※日貸し（24時間）も行っています。
●利用料金　月額2,100円・日額210円
●申し込み・問い合わせ先
越河地域振興会（越河公民館内）
028-2101

越河駅前駐車場利用者募集
●日時　10月15日（日）7:04スタート
●場所　仙台グリーンゴルフクラブ
●募集定員　100名（先着順）
●参加資格　市内に在住している方
および市内事業所に勤務している方
●プレー費　ビジター料金7,500円
　　　　　　（食事付き）
●参加費　3,000円
●申し込み方法　申込先に備え付けて
いる指定用紙に必要事項を記入の上、

　白石市観光協会では、市で毎年実
施している秋季川干しに合わせ、観
光客の多い沢端川周辺の美化清掃を
実施します。この奉仕作業に、ボラ
ンティアとして参加してみませんか。

●日時　10月14日（土）7:00～
※2時間程度を予定しています。
●集合場所　いきいきプラザ駐車場
●服装・持ち物　汚れても良い服装
で、長靴を履いてお越しください。
　また、火ばさみのある方は持参し
てください。軍手とゴミ袋は主催者
側で配布します。
●申し込み・問い合わせ先
白石市観光協会事務局
（市庁舎2階商工観光課内）
022-1321・422-1451

「女性いきいき塾」参加者募集 秋季川干し清掃奉仕作業
ボランティア募集

●場所　中央公民館
●主催　中央公民館
●主管　白石市地域婦人団体連絡協議会
●協賛　東北電力㈱白石営業所
●申し込み・問い合わせ先
社会教育課（中央公民館内）022-1343

参加費を添えてお申し込みください。
●申込締め切り日　10月7日（土）
●主催　白石市民ゴルフ大会実行委員会
●後援　白石市、白石商工会議所、
白石市体育協会
●申し込み・問い合わせ先
仙台グリーンゴルフクラブ　025-9111
白石ゴルフガーデン　025-1663
大庭スポーツ店　025-2072
白石商工会議所　026-2191

　市では、下記の日程で開催する「女
性いきいき塾」の受講生を募集して
います。ぜひお申し込みください。
●対象　市内在住の女性の方
●定員　50名（先着順）

●日時　11月12日（日）9:00～　
※雨天時は11月19日（日）に延期します。
●場所　白石川緑地陸上競技場周辺
●競技種目および参加資格
①約1,500m（小学3・4年男女）
②約2,000m（小学5・6年女子､一般
男子50歳以上､一般女子30歳以上）
③約2,500m（小学5・6年男子､中学
女子､高校女子､一般男子40歳代､
一般女子30歳未満）
④約3,700m（中学男子､一般男子30歳代）
⑤約6,800m（高校男子､一般男子30歳未満）
●参加料　小学生300円、中・高校
生500円、一般800円
●申込締め切り日　10月23日（月）
※期限厳守願います。
●申し込み方法　FAXにてお申し
込みください。
●主催　白石市陸上競技協会
●申し込み・問い合わせ先
岩松正博（競技委員長）
0・425-0869

の3日間、9:30～15:30
・内容　インターネット・電子メー
ルの基本操作や、簡単なホームペー
ジ作成を体験しながら習得します。
・受講料　3,800円（テキスト代込み）
●募集定員　各講座20人
※申し込み多数の場合は抽選で受講
者を決定します。
●会場　仙南地域職業訓練センター
（柴田郡柴田町船岡照内1-9）
●申し込み方法　電話またはFAX
で当訓練センターにお申し込みくだ
さい。
●申込締め切り日　10月17日（火）
●申し込み・問い合わせ先
仙南地域職業訓練センター
00224-57-1501・40224-55-2250

●開催講座
①パソコン入門講座
・日時　11月6日（月）～11月9日（木）
の4日間、9:30～15:30
・内容　初心者の方を対象に、マウ
ス操作やワード・エクセルの基本操
作などを習得します。
・受講料　5,000円（テキスト代込み）
②パソコン応用講座
・日時　11月13日（月）～11月16日（木）
の4日間、9:30～15:30
・内容　パソコン操作の基本を習得
された方を対象に、ワード・エクセ
ルの応用操作を習得します。
・受講料　5,000円（テキスト代込み）
③インターネット・電子メール入門講座
・日時　11月20日（月）～11月22日（水）

第42回白石市クロスカントリー大会
参加者募集

仙南地域職業訓練センターパソコン講座
受講生募集

第31回白石市民ゴルフ大会
参加者募集

▲昨年行われた清掃活動の様子

「みやぎ国際協力のつどいin白石」
ボランティア募集

　森林保護の大切さを上・下流域の
方々と交流を図りながら広く知って
いただくため、土壌改良や水質浄化、
温暖化防止などの効果が期待される
炭を水源となる森に置くイベントを
開催します。ご家族おそろいでぜひ
ご参加ください。
●日時　10月29日（日）10:00～
●集合場所　みやぎ蔵王七ヶ宿スキー場
●募集定員　先着500名
●持参する物　昼食、軍手、長靴、
雨具、防寒具、敷物
※主催者側でいも煮を準備します。
●実施内容　1人につき約1～3kgの

炭を木の周囲に置いていただきます。
●主催　七ヶ宿町、水守人の会、（財）
七ヶ宿ダム自然休養公園管理財団
●申し込み方法　ハガキやFAX、
Eメールに郵便番号、住所、氏名、
年齢、電話番号を記載してお申し込
みください。電話での申し込みも受
け付けています。
●その他　当日お手伝いいただくボ
ランティアを併せて募集しています。
●申し込み・問い合わせ先
七ヶ宿町まちづくり推進室
037-2194・437-2468
●Eメールアドレス
shichi24@town.shichikashuku.miyagi.jp

第5回水守人ミーティングin七ヶ宿
「水源の森に炭を置こう!」参加者募集

※11月24日（金）および12月5日（火）は、受講生以外の方でも参加できます。

受講無料

参加無料

開催日程および内容
開催月日 時間 講義テーマ 講 師

10月24日（火）13:30 ～ 食育から見た家族のあり方 栄養士 高橋　麻理子

11月15日（水）13:30 ～ 地域づくりは共同参画で ウェルライフ研究所長
 金井　恭子

11月24日（金）14:00 ～ ころばぬ先の杖
つえ 前拓桃医療療育センター所長

 諸根　彬

12月  5日（火）13:30 ～ ゴミはすてきな魔法使い～それぞれの役割・それぞれの未来～
富士常葉大学教授
 松田　美夜子

平成19年1月23日（火）13:30 ～ 心ゆたかに生きる 当信寺住職 細谷　教雄

平成19年2月予定 13:30 ～ 社会が求めるニュー女性像 Ｓ＆Ｍ企画プランニング
 村上　伸子



白 石 市 立大 平 小 学 校
教 育 目 標

め ざ す 児 童 像

　市内の各小中学校では、学習指導要領の狙いを受け、「子どもたちの生きる力をはぐくむ」さまざまな教育活動
を行い、特色ある学校づくりを進めています。
　「教育のひろば」では、家庭・学校・地域がお互いを理解し協力し合える姿を目指し、教育活動の紹介を行って
います。今月号は大平小学校です。

　今年も市内の中学2年生男女12名、引率2名が、8月3日から11日間の日程で、姉妹都市のオーストラリア・
ハーストビル市を訪問して、国際理解と交流を深めました。
　今月号では、生徒と引率の先生の感想文を紹介します。

当校では、毎月「学校だより」を発行して子どもたちの頑張っている様子をお伝えしています。
これを基に、各学年ごとに1学期の活動をまとめてみました。

　めっきり朝夕の涼しさが感じられる秋本番の季節になってきました。これからの時期は、さまざまな活動に適した季節です。
学校でも、「学びつづける子」、「思いやる子」、「たくましい子」を目指して子どもたち一人ひとりがたくさんの「力」を「収穫」
できるように、さまざまな行事を計画しています。
　さて、平成18年度もいよいよ折り返しに入りました。前半の6カ月の反省を生かし、後半はさらにバージョンアップして全職
員で取り組みますので、家庭・地域の皆さんのなお一層のご理解とご協力をお願いします。

自ら考え、正しく判断し、健康で心豊かな児童を育成する

１　学びつづける子（しっかり聞き、はっきり話す子ども）
２　思いやる子（心のこもったあいさつができる子ども）
３　たくましい子（さそい合って、元気に外で遊ぶ子ども）

No.26

入学式のとき、ランドセルが大きく見えたのですが、今ではたくましく元気に活動し
ています。運動会でも力いっぱい走りました。毎日聞こえてくる朝の歌も楽しそうです。本読み
も上手になり、字もいっぱい覚えました。畑に植えたトマトも大きくなり楽しみです。

元気いっぱい活動しました。畑に植えた野菜の育ちを熱心に観察している姿はさす
がでした。一輪車の練習をして上手になった人もたくさんいます。
　去年よりも難しくなった勉強も頑張りました。音楽集会での合奏もすてきでした。

一段と成長しました。学校生活でも落ち着いて行動できる人が多くなり、いろいろな
仕事を頑張りました。社会科の「大平探検」では、一生懸命に地域の勉強をしました。畑に植え
たダイズの成長も楽しみです。おいしい豆腐や納豆ができると良いですね。

　「きらきら祭り」は本校独自の活動です。春に理科や学活、総合的な学習の時間に野菜や稲の苗を
植え、学年ごとの継続した取り組みにより、実った収穫を学校全体で喜び合うというものです。また、
ご協力いただいた地域の方々を招待して、感謝の気持ちをお伝えしています。
　子どもたちは、収穫したもち米でもちつきをしたり、収穫した作物で作った料理をお腹いっぱい食
べ、5・6年生が準備した遊びの店で思いっきり遊びます。この行事は、本校児童、保護者、教職員と地
域の方々の協力により行われています。

025-3709　425-3745　URL:http://www.oodaira-e.myswan.ne.jp/　Eメール:chief@oodaira-e.myswan.ne.jp

1年生

2年生

3年生

社会科の学習でリサイクルの問題に、一生懸命に取り組みました。南部山浄水場の見学や、ゲ
ストティーチャーを招いてのリサイクルの勉強を頑張りました。いつでも笑顔で頑張る4年生です。

高学年としての自覚がでてきました。委員会活動でもそれぞれ役割を果たすために熱心
に活動していました。「総合的な学習の時間」での活動では、田植えや草取り、鉢森山登山など、とて
も充実した1学期でした。

最高学年として、全校の子どもたちをリードしてくれました。運動会での応援や縦割りリレ
ーのお世話、学校生活の指導と数多くの場面でリーダーシップを発揮して活躍してくれました。安心
して6年生に任せられた1学期でした。何といっても、何事にも一生懸命に取り組んだ6年生一人ひ
とりの姿がとてもすてきでした。2学期もさらなる活躍を期待しています。

4年生

5年生

6年生

◆地域に開かれた学校づくり「きらきら祭り（収穫祭）」

▲1年生の授業風景

▲訪問前に練習した「南中ソーラン」
　を披露しました

▲あいにくの小雨の中、オペラハウスの前で

▲田植えの指導を受ける児童たち

▲感謝の気持ちを伝える児童たち

　私は、今回のハーストビル市との交流を通し、学んだことがたくさんあります。
　その中でも一番印象に残りうれしかったことは、ホームステイです。私のホストファミリー、ウォーリッシュ家の家族の皆さんは、私に対
して本当の家族のように接してくれました。私は、日本を離れることがとても不安でしたが、ホストファミリーが私を支えてくれたので、と
ても良い交流をすることができました。最後のお別れのときは、お互いに涙を流しながらのお別れでした。私は、このとき改めて人の優し
さを実感しました。
　また、現地のガイドさんの話の中で、第二次世界大戦でオーストラリアは、日本にひどいことをされたと聞きました。しかし、オーストラ
リアの人々は、すべての日本人が悪い人ばかりでないことを知り、交流を深めたいと思えるようになったと聞いて、オーストラリアの人々
の心の広さと温かさを知りました。
　私は、今回訪問した「ハーストビル」と離れて見た「ふるさと白石」の二つのまちの良いと
ころを実感することができました。お互いの文化の違いを認識し、理解し合えることが大事
なんだと知り、今回のホームステイに参加できて本当に良かったと思いました。この経験で
学んだ、オーストラリアの人々の優しさを忘れずに、私もほかの人に優しくできるような人
になりたいです。そして、これからもいろんなことに挑戦し、将来に生かしていきたいです。

「ハーストビル市との交流を通して」　白石中学校2年　渡邊　みつき

　私達ハーストビル訪問団員12名は、8月3日から13日までオーストラリアへ行ってきま
した。
　僕はこのハーストビル体験訪問へ行って、特に自分が変わったことを述べたいと思います。
行く前に設定していた目標「積極的に話し、積極的に聞く」を達成できたことにより、今まで積極的に英語を使おうとしなかった自分の態
度が変わりました。
　まず、ハーストビルのホストファミリーへ自己紹介を自分から言って、それからうまく会話につなげることができました。分からないこと
を積極的に聞くという部分では、ホストファミリーと土曜日と日曜日にシドニーのオペラハウス周辺を見に行ったときに分からないことが
たくさんありましたが、ホストファミリーに何度も何度も繰り返して聞き、理解することができました。
　今では、ほかのことにも以前より積極的に行動できるようになったと思います。そうなれたのは親や先生方、ハーストビル訪問関係者
の方々のおかげです。本当にありがとうございました。

　家族…まさに本当の家族のようでした。ホストファミリーと出会ってわずか数日でしたが、子どもたちはすっかり「家族の一員」となってい
ました。ホストファミリーの子どもたちと仲良く遊んだり、ふざけあったりしている姿は、見ているこちらにも自然と笑みが出てくるようなと
ても温かいものでした。子どもたちの「適応する力」のすごさに驚くとともに、人と人のつながりの際に一番大切なものは、言葉でもなけれ
ば、共通の考え方でもなく、「お互いを大切に思う気持ち」なのだと改めて感じる一場面でした。
　私自身も今回の滞在中、たくさんの方々の温かさに支えていただきました。ホームステイ先の「あったかお母さん、ジョイさん」、「ギャグ
が大好きでちょっとお茶目なスチュワートお父さん」、常に子どもたちのことを考えてくれた「ダンディ&ユーモラスなガイドのミディ・ナカジ
マさん」・・・本当にたくさんの温かい方々に巡り会うことができました。出会った方全員が、温かい瞳・優しい心で私たちのことを包んでくださ
いました。
　今回の訪問を通して、私はもう一つ強く感じたことがあります。それは、白石市とハーストビル市との間のこの素晴らしい関係を今後もさ
らに大事にしていかなくてはならないということです。さよならパーティーの際に、両市の友好関係をスタートさせるに当たりご尽力された
スーさんという方がいらっしゃっていました。ハーストビルのバダラティ市長が両市の友好の歴史、そしてスーさんの努力について話され
たときのことです・・・スーさんの目から涙があふれました・・・。この涙を見たときに、私は両市の友好関係の持つ意味の大きさ・深さを感じると
ともに、この素晴らしい関係を今後もより充実させていかなくてはならないという思いをさらに強くしました。

　11日間という短い訪問でしたが、この間に子どもたちは本当に多くの素晴らしい体験
をしました。これらの経験は、子どもたちにとって一生の大きな財産となると思います。
　日本を出発する前、風間市長は子どもたちを激励する際に、子どもたちのことを「白石
の宝」と表現されました。今回のオーストラリア訪問を通して、12人の白石の宝たちはま
すます輝きを増したように感じます。今後、子どもたちが自分自身をさらに磨いていく中
で、どこまでその輝きを増していくのか、本当に楽しみです。そして私自身も中学校教師と
いう立場で、「白石の子どもたち」という大切な「白石の宝」の成長のために努力していき
たいと思います。
　最後になりましたが、今回のこの訪問において、さまざまな面でご尽力してくださったす
べての方々に心から感謝申し上げます。

「ハーストビル体験訪問を通して」　白川中学校2年　我妻　克哉

「人の温かさ」に支えられて　白石中学校教諭　藤田　佳宏
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▲宮城県無形文化財保持者・
　宮城 昭守氏

開催概要Outline of holding
●日　　時　10月14日(土) ～12月17日(日)9:00 ～17:00
※11月以降は16:00までとなります。
●会　　場　白石城歴史探訪ミュージアム　２階資料室
●展示内容　藩政時代および現代の白石在住の刀匠（忠良、友房、宮城 昭守氏ほか）

が製作した日本刀など
●入 場 料　大人300円、高校生以下150円
※ただし、市内に在住または市内の学校に通う高校生以下の方は無料です。

平成18年度白石城歴史探訪ミュージアム企画展
白石城刀剣展～魂に響く鎚

つ ち

音
お と

～

　白石市教育委員会では、白石市城歴史探訪ミュージアムを会場に10月から日本刀の企画展を開催し
ます。白石は城下町として発展してきたことや藩政時代から刀匠が住んでいたこともあり、もともと日
本刀との縁が深い土地柄です。今回は藩政時代から現代までの白石ゆかりの作品を通して日本刀の魅力
や見方、製作工程などを分かりやすく展示・解説します。ぜひご来場ください！

 問博物館建設準備室　022-1343

併催イベントOther events
①日本刀鑑賞会
　刀になじみが薄い方でもご存知の有名刀工の作品や、
有名戦国武将が所有した刀などを実際に目で見て触れる
ことができるチャンスです！
●日　時　10月29日（日）12:00 ～
●場　所　天守閣１階特設会場
●参加費　2,000円（入場料込み）
●定　員　20名
●申し込み・問い合わせ先　白石城管理事務所　024-3030

②日本刀講演会「刀剣つくり70年」
　白石の名刀工、宮城昭守氏より作刀にかける思いなど
についてご講演いただきます。
●日　時　11月23日（木）13:00 ～
●場　所　白石城歴史探訪ミュージアム
　　　　　３階立体ハイビジョンシアター
●講　師　宮城　昭守氏（宮城県無形文化財日本刀鍛錬技術保持者）
●問い合わせ先　博物館建設準備室　022-1343

③日本刀お手入れ講座
　日本刀のお手入れの仕方に困っている方はいません
か？　この機会にお手入れ方法をマスターしましょう！
●日　時　11月23日㈭14:00 ～（②の講演会終了後）
●場　所　白石城歴史探訪ミュージアム
　　　　　３階立体ハイビジョンシアター
●講　師　宮城　昭守氏（宮城県無形文化財日本刀鍛錬技術保持者）
●定　員　15名
●参加費　500円
●持参する物　所蔵の日本刀、持参する日本刀の登録証
●申し込み・問い合わせ先　博物館建設準備室　022-1343

④日本刀抜刀実演～刀剣に触れてみよう！～
　刀が実際にどれほどの切れ味を持つのか、実演します。
●日　時　11月５日（日）13:00 ～　※時間は予定です。
●場　所　晴天時：白石城本丸内、雨天時：天守閣１階
●講　師　全日本夢想流抜刀道　堀野　忠氏
●問い合わせ先　博物館建設準備室　022-1343

　各イベントの詳細については、各地区公民館などに配布するポスターやチラシ、博物館建設準備室ホームページ
(http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/con-edu/index.html)をご覧ください。なお、併催イベント②～④は、
このページの右上に掲載している入場整理券が必要です。切り取って会場にお持ちください。

白石城刀剣展

併催イベント入場整理券

（ １枚につき１グループ、　　　）

イベント開催時間帯のみ有効



　虫歯ができてしまったら治療
しなければ治りません。特に、
子どもの虫歯は進行が早いので、
早めに治療することが大切です。
　虫歯があるお子さんも３歳６カ
月児健診までに、ぜひ、虫歯を
治してメダルをもらいましょう。

問健康推進課　022－1362

虫歯を早く治して
メダルをもらおう！

●お子さんとお母さんの健診と相談　（場所：健康センター）

●子育てサロン　（場所：健康センター）

8月の３歳６カ月児健診で
虫歯のなかったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！ む

し
歯

な
い
子
の

全員集合

※「ママとパパの教室」に参加できない方には、母子健康手帳を健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8：30～17：15）。
※「乳幼児健康診査」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。
※「2歳6カ月児親子歯科健康診査」には家で使用しているお子さんの歯ブラシを持参してください。

※毎月１回実施します。託児も行っていますので、希望する方は事前に予約してください。

●予防接種　（場所：健康センター）
内　容 対　　象　　者 受付時間

13：30～14：30
平成17年  7月  1日～平成17年12月31日生
平成18年  1月  1日～平成18年  6月30日生

ポリオ（2回目） 10月  6日（金）
10月13日（金）ポリオ（1回目）

月　日

※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●献血
実施日 場　所 種　類

全血
成分のみ

ヨークベニマル
市役所

10月20日（金）
10月25日（水）

10:00～16:00　　　　
10:00～15:00（予約制）

時　間

問健康推進課予防係　022-1362

11月分
内容

受付時間

4カ月児健康診査
6カ月児育児相談

1歳６カ月児健康診査

3歳6カ月児健康診査

2歳6カ月児
親子歯科健康診査

乳幼児相談

ママとパパの教室
母子健康手帳交付
妊　婦　相　談（　　　   ）

11月29日（水） 平成18年7月生まれ
11月24日（金） 平成18年5月生まれ
11月30日（木） 平成17年4月生まれ

11月24日（金） 平成16年5月生まれ

11月28日（火） 平成15年5月生まれ

11月  2日（木）

11月14日（火）母子手帳交付を希望する方、
妊娠中方やその家族の方

月日 対象者

乳幼児～未就学児のお子さんと
おうちの方が対象

10月分

10月25日（水） 平成18年6月生まれ
10月27日（金） 平成18年4月生まれ
10月26日（木） 平成17年3月生まれ

10月27日（金） 平成16年4月生まれ

10月24日（火） 平成15年4月生まれ

10月  5日（木）

10月10日（火）母子手帳交付を希望する方、
妊娠中方やその家族の方

月日 対象者

乳幼児～未就学児のお子さんと
おうちの方が対象

13：00～13：10

妊婦歯科検診 10月10日（火）、2月13日（火）の2日間、上記の「ママとパパの教室」と合わせて行います。

9：20～  9：30
13：00～13：10

13：00～13：10

13：00～13：10

9：15～  9：45

9：20～  9：30

10：00～11：009：30～
10月18日（水）
11月16日（木）

内　　　　　容 受付時間 サロン
講師の先生と共に子育てについてのお話をしながらゆったりと過ごすサロンです。
子育てに興味・関心のある方ならどなたでも参加できます。

月　日

髙　橋　未　夢
櫻　田　綺　羅
我　妻　直　哉
半　澤　利　奈
古　山　直　輝
畑　中　結　衣
佐　藤　　　熙

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

我　妻　　　萌
服　部　悠　斗
庄　司　燈　哉
村　山　柊　輔
秋　山　耕太郎
大　野　琉　聖
今　野　柊　平

ちゃん

くん

くん

くん

くん

くん

くん
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●開催日および会場
・10月17日（火）　北保育園
・10月26日（木）　越河保育園
●時間　9:30～11:30
※参加ご希望の方は、直接会場にお
いでください。

　季節はスポーツの秋！　子どもた
ちとふれあいましょう。地域の皆さ
ん、ぜひご参加ください。
●日時　10月7日（土）9:30～11:30
●場所　小原公民館（雨天決行）
●共催　小原地区民生児童委員協議会

地域子育て支援センター「あいあい」
（ふれあいプラザ内）
022-6025・422-6027
開館日　月～金　8:30 ～ 17:15

（南保育園３階）
026-2586・426-2917

■「保育園であそぼう会」に参加し
　ませんか ?

　市では、子どもたちの健やかな成
長を地域で支援することを目的に、
「子育て支援サブセンター」を公共
施設や各地区公民館など、市内13
カ所に設置しました。
　サブセンターでは、子育ての情報
提供や行政窓口の紹介といった業務
を行っています。
　皆さん、ぜひご利用ください。
●設置場所および電話番号
①中央公民館内　026-2453
②越河公民館内　028-2101
③斎川公民館内　025-2701
④大平公民館内　025-2338
⑤大鷹沢公民館内　025-2711
⑥白川公民館内　027-2101
⑦福岡公民館内　025-2249
⑧深谷公民館内　024-4540
⑨小原公民館内　029-2031
⑩農林振興センター内　022-1253
⑪総合福祉センター内　022-1400
⑫第一児童館内　025-7070
⑬第二児童館内　025-3875
※事業の詳細については、お問い合
わせください。
問子ども家庭課　022-1363

ファミリー・サポート・センター
（ふれあいプラザ内）
0・425-5488
受付時間　月～金9:00～17:00

入会ください。

※2人目（兄弟・姉妹）からは、1
時間250円になります。
　また、利用料金の授受については
会員同士で行っていただきます。

　たくさんのおもちゃや絵本、紙芝
居などが用意され、小さなお子さん
が安心して遊べるプレイルーム「や
んちゃっこ」。お母さんたちの交流
や情報交換の場ともなっています。
ぜひ遊びに来てください。

●日時　10月19日（木）9:30～11:30
●場所　斎川公民館
※今回はいも煮会を予定しています。
　また、「びーんず合唱隊」の皆さ
んと一緒に楽しいひとときを過ごし
てみませんか!
※参加ご希望の方は、直接会場にお
いでください。
■子育て相談を実施しています!
●日時　10月24日（火）10:00～12:00
●場所　南保育園3階
※ふれあいプラザ内では随時ご相談
に応じていますので、ぜひご利用く
ださい。

●日時　10月12日（木）15:15～
●場所　情報センターアテネ
　　　　2階ギャラリー
●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ
●対象　どなたでも
問図書館　026-3004

10月のおはなしひろば

　魚釣りゲームやジャンケン大会な
ど、楽しいコーナーが盛りだくさん！
みんなで元気いっぱい遊びましょう。
　ママ同士、お友達を誘ってお子さ
んと遊びに来てください。
●日時　10月20日（金）10:00～12:00
●場所　ふれあいプラザ
●内容　魚釣りゲーム、輪投げ、変身
コーナー、貼り絵の似顔絵、ボウリン
グ、絵本の読み聞かせ、紙芝居など

　入会金・年会費は必要ありません。
●依頼会員　子育てのお手伝いをし
て欲しい方
●提供会員　子どもを預かったり、
送迎したりできる方
●両方会員　依頼会員と提供会員の
両方を兼ねる方
※手続きは簡単です。印鑑だけお持
ちになってお越しください。
※万一の事故に備え、会員はファミ
リー・サポート・センター補償保険
に加入します。市で加入しますので、
個人負担はありません。安心してご

■ファミサポ秋祭りを開催します！

「子育て支援サブセンター」
を設置しました

　1歳から2歳のお子さんを対象に、
南保育園で幼児のためのリズム教育
「リトミック」を実施します。親子
でぜひご参加ください。
●日時　10月11日（水）9:30～11:30
●場所　南保育園2階ホール
●対象　1～2歳児
●定員　20名
●申し込み方法　10月6日（金）まで、
ふれあいプラザ内子育て支援セン
ターに電話でお申し込みください。
※当日の駐車場は、南保育園3階子
育て支援センター玄関前をご利用く
ださい。

■「リトミック」を実施します !
参加無料

■子育て相談を実施しています！

■ファミサポ会員随時募集中！

参加無料

■「あいあい広場」を開催します！
参加無料

参加無料

■プレイルーム「やんちゃっこ」へ！

■「ちゃいるどオリンピック」開催！

子ども一人につき１時間の基準額

昼間（月～金の7:00～19:00）
早朝（7:00以前）
夜間（19:00以降）
土・日・祝祭日

500円

病児保育（軽度の病気） 500円
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サバの焼き漬け
コレステロールが
気になる人に

おすすめの一品です。エネルギー189kcal／たんぱく質11.2g／塩分2.6g
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斎
藤
ひ
で
子
さ
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斎
川
）

ヘルシークッキング
材　料（４人分）

サバ（三枚下ろし） 2枚
ブロッコリー 200g
塩・コショウ 各適量
 だし汁 1カップ

Ａ 酢 大さじ4
 しょうゆ 大さじ3
 みりん 大さじ1
ショウガ（千切り） 20g
サラダ油 大さじ2

健康ひろば健康ひろば
生活習慣病
予防のための

※問い合わせ先
健康推進課　022-1362
（健康センター内）
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大手町おおはし眼科

大橋　利史

Ｑ．出産育児一時金と葬祭費の支
給額が改正されたようですが？

Ａ．今年６月21日に、健康保険法な
どの一部を改正する法律が公布され
たことから、当市においても次のとおり
国民健康保険条例を改正しました。
①国民健康保険の被保険者の方
が出産したときにお渡しする出産育
児一時金の額を、30万円から35万
円に引き上げました。
②国民健康保険の被保険者の方が
お亡くなりになったとき、葬祭を行う方
に対してお渡しする葬祭費の額を、７
万円から５万円に引き下げました。
※改正は平成18年10月１日からです。

　このほかに、高額療養費の自己負
担限度額なども改正されましたので、詳
しくは下記までお問い合わせください。

問健康推進課
　国民健康保険係・老人保健係
　022-1362 

そこが知りたい
国保・老人保健

●休日当番医・調剤薬局

●こころの保健事業　（場所：健康センター）

●健康づくりに取り組みましょう

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所）

●健康料理講習会

場所 時間 持ち物

エプロン、三角布、米半合、材料代300円各　地　区 9:30～13:30

　10月17日～10月23日は「薬と健康の週間」です。
　薬は、正しく使えば期待した効果が得られますが、使い方を誤ると思わぬ副作用が現れることがあります。薬は決められた服用方法や時間
を守って服用しましょう。また、指示された使用量を守って使いましょう。薬を増減したいときは、まず医師や薬剤師に相談してください。

●10月は「骨髄バンク推進月間」です　〈骨髄移植推進のため、登録にぜひご協力ください。〉

２ｃｃの採血で登録ができます。　【登録条件】年齢が18歳から54歳の方で、体重が男性45㎏、女性40㎏以上の健康な方 
※登録は予約制になっていますので、事前にご連絡ください。問宮城県仙南保健所　健康対策班　00224-53-3121

自分の健康は自分でつくりましょう。講習会にはどなたでも参加できます。
ヘルスメイト白石会員の健康に関するお話や保健師・栄養士などからのお話、調理実習を行います。

●65歳からの運動教室（第２回目）受講生募集
　65歳以上の方を対象に元気な身体づくりに取り組む教室を開催します。
　家庭でも無理なくできる運動です。体力にやや不安がでてきたかな、健康のために何か
始めてみたいなと思われる方、この教室にぜひ参加してみませんか。
●日時　11月８日・15日・22日・29日・12月６日の５日間　いずれも水曜日、10:00～12:00
●場所　介護予防センター
●内容　講話・ストレッチ・筋力トレーニング・バランストレーニングなど
●対象者　65歳以上の市民の方で５回とも参加できる方（第１回目に受講された方も継続して参加が可能です。）
●募集人員　25名（申込順）　　　●受講料　無料（保険料自己負担）
●指導者　健康運動指導士、保健師など
●申込受付期間・時間　10月4日（水）～20日（金） 8:30～17:15（土日、祝日を除く）※期間厳守
●申し込み・問い合わせ先　健康推進課国民健康保険係　022-1362

伊新薬局
026-2593

フジ薬局
024-3355

10月  1日

10月  8日

10月  9日

10月15日

10月22日

10月29日

11月  3日

11月  5日

11月12日

やまきクリニック
026-3888

公立刈田綜合病院
025-2145

高木薬局
025-2320

うさぎ薬局
026-3557

亘理内科胃腸科医院
25-8501

公立刈田綜合病院
025-2145

けやき薬局白石店
026-1160

三浦内科胃腸科クリニック
025-6854

こまつ外科・内科クリニック
022-2115

エルム調剤薬局
025-1680

水野内科クリニック
025-2736

宮城医院
025-2062

海上内科医院
025-1501

公立刈田綜合病院
025-2145

梅津内科医院
024-3571

加藤整形外科小児科医院
026-2653 サンコウ調剤薬局

024-2523

さんた薬局
026-3376引地泌尿器科内科クリニック

026-2823
堤医院
025-1181 フレンド薬局清水小路

024-3393

二幸薬局
025-5105

塚本内科消化器科
026-1026

公立刈田綜合病院
025-2145

みどり薬局城北店
022-4966

たかはし内科クリニック
022-2535

公立刈田綜合病院
025-2145

フレンド薬局白石
024-2119

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所（
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）　　

0
２
５-

４
７
４
４

事業名 対象者 内容 相談日時
こころの相談

（精神保健福祉相談）
もの忘れ相談
（認知症相談）

心の健康問題を抱える人およびその家族

もの忘れや認知症の方およびその介護で悩む方々

精神科医による個別相談

精神科医による個別相談 10月18日（水）
11月15日（水）

10月  3日（火）
11月  7日（火）

  9:30～12:00
  9:30～12:00
13:00～15:00
13:00～15:00

※相談を受ける方は、事前に予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（022-1362）にお問い合わせください。

事業名 対象者 内容 相談日時

アルコール専門相談

思春期・引きこもり
専門相談

アルコールの問題を抱えている本人および
その家族

思春期の心の問題を抱えた本人および
その家族や関係者、ひきこもりの状態の本人
およびその家族や関係者

精神科医や相談員による個別相談

精神科医による相談や診察および
相談員によるカウンセリング

10月13日（金）13：00～15：00
10月27日（金）13：00～15：00
11月10日（金）13：00～15：00
11月17日（金）13：00～15：00

10月 6日（金）13：00～15：00
11月 2日（木）9：00～11：00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所　母子障害班（00224-53-3132）にお問い合わせください。

◎

◎

◎

◎印は、相談員によるカウンセリングのみ

月日 内科 外科 調剤薬局 歯科

※各地区健康料理講習会日程・会場
10月４日（水） 長袋自治振興会館
10月11日（水） 中斎川転作センター
10月17日（火） 健康センター
10月23日（月） 犬卒都婆公会堂
11月１日（水） 総合福祉センター
11月７日（火） 大平公民館

2829



3031

■人口　39,575人（前月比）＋1人　　■世帯数

19,383 20,192 13,817
※住民基本台帳から
　8月31日現在

市内の交通事故
事故発生件数 54件 （527件）
死 亡 者 数 0人 （1人）
負 傷 者 数 19人 （125人）
物 損 件 数 42件 （434件）

市内のシートベルト
着用率

9月1日　11:00～11:15　95.3％
（舞鶴会館前交差点）

8/1～ 8/31
（　）は累計

10月の定例相談会
相談種別 相談日時・会場

人権擁護 10月16日（月）　10:00～15:00市庁舎２階　第２会議室

行 政 10月16日（月）　10:00～15:00市庁舎２階　第２会議室

税 務

電話での相談のみとなります。国税に
関するご相談は、仙台国税局・電話相
談センターまでお問い合わせください。
（0022-221-3007または0022-783-7842）

社会保険 10月13日（金）　9:10～15:30市庁舎３階　第３会議室

無料法律 10月16日（月）　10:00～15:00市庁舎４階　第4会議室

農 家 10月10日（火）　10:00～12:00農林振興センター

精神保健 10月3日（火）　9:30～12:00健康センター（要予約022-1362）

もの忘れ 10月18日（水）　13:00～15:00健康センター（要予約022-1362）

障 害 者 10月11・25日（水）　13:00～15:00福祉プラザやまぶき

補 聴 器
巡 回
サービス

（リオン）
10月5日（木）･19日（木）13:00～14:00
（ワイデックス）
10月31日（火）13:00～14:00
市庁舎１階　東側和室

消費生活
毎週月・水・金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）
022-0783

青 少 年
毎週月・火・木・金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター
022-1342（内線445）

家庭児童 毎週月～金　8:30～16:00総合福祉センター

ＤＶ・
セクハラ

毎週月・水・金　9:00～16:30
男女共同参画相談支援センター
（ふれあいプラザ内）
電話相談も実施（022-6035）

母子寡婦 随時（仙南保健福祉事務所）（00224-53-3132）

　　  の健康づくり講演会心

認　　  症高齢者家族のつどい知

第14回白石市生涯学習フェスティバル参加事業

●日時　10月29日（日）9:30～12:00
●場所　碧水園
●内容　箏曲、連吟、仕舞など

●日時　11月3日（祝）9:00～16:00
●場所　中央公民館
●内容　民謡、バレエ、ダンス、和
太鼓、剣舞、詩吟、歌謡など

●日時　10月28日（土）・29日（日）
　　　　9:00～16:00
●場所　中央公民館
●内容　絵画、俳句、短歌、生け花、
和紙人形、書道、陶芸などの展示、
姉妹都市の海老名市文化交流展など
●主催　白石市文化協会
問文化協会事務局（中央公民館内）
　026-2453

●日時　10月29日（日）10:00～14:30
●場所　ホワイトキューブ
●内容
【展示コーナー】各施設・団体の紹
介や利用者の作品展示
【ステージ発表】歌や踊り、太鼓や
楽器の演奏など
【体験コーナー】車イス、疑似体験、
手話の体験、割りばしゴム鉄砲作り、
子どもコーナーなど
【販売コーナー】各施設・団体の生産
物や作品などの販売、お楽しみ抽選会
問第8回福祉まつり実行委員会
　（事務局:福祉事務所）022-1400

～認知症でも安心して暮らせる
地域社会を目指して～

　認知症高齢者の介護は、とても大
変です。介護していての悩みや苦労
をみんなで話し合ってみませんか。
●日時　10月24日（火）13:30～15:00
●場所　介護予防センター
●対象　者認知症高齢者の家族の方
のほか、どなたでも参加できます。
●内容　座談会（参加費100円）
●申し込み・問い合わせ先
介護老人保健施設「清風」022-2110
地域包括支援センター 022-1361

（福岡蔵本字茶園62-1）

●日時　10月19日（木）14:00～15:30
●場所　柴田町保健センター4階
●演題
｢早期のうつ状態に気づく方法と対応｣
●講師　小泉クリニック・小泉潤院長
問仙南保健福祉事務所母子・障害班
　00224-53-3132

　生活基盤の整備や福祉事業などの
ため、次の方々からご寄附をいただ
きました。紙上からお礼申し上げます。
大野鐵夫氏､大浦義光氏､日下市郎氏

　紙上から
礼申し上げますお

　南蔵王・不忘で、いろいろな体験
をしてみませんか?しぼり立ての牛
乳の試飲も行います。
●日時　10月15日（日）10:00～15:00
●会場　グリーンパーク不忘
　　　　（福岡八宮字不忘地内）
●内容　ニジマス釣り、子牛とのふ
れあい、バター作り体験、トールペ
イント作り、各種屋台コーナーなど
問不忘元気の会・津久井　024-8151

　用水路の維持補修のため、川干し
を行います。火の元には十分ご注意
ください。また、各ご家庭の周囲の
側溝や占用箇所の土砂上げなどにつ
いて、ご協力をお願いします。
●実施区域　樋ノ口用水路・舘堀用
水路・沢端川ほか
●実施期間（4日間。夜間を含む）
10月13日（金）17:00～16日（月）17:00
問建設課道路管理係　022-1326

　着物でご来場いただくと、市内の
協賛店で使用できる商品券1,000円分
を進呈します。ただし、浴衣、甚

じん

平
べい

、作
さ

務
む

衣
い

、剣道着、柔道着などは不可です。
　着物ファションショー、昭和の懐
かしの歌発表会、花嫁行列なども行
います。皆さん、ぜひご参加ください。
●日時　10月20日（金）～22日（日）
10:00～17:00（22日は15時まで）
●場所　壽

す

丸
まる

屋敷を中心とした商店街
●同時開催　まちかど博物館（蔵富人主催）
●主催　白石まちづくり株式会社
●共催　白石・人形の蔵、蔵富人、中町親商会
●後援　白石市商店会連合会、白石
商工会議所、白石青年会議所、白石市
※花嫁行列参加者募集中！詳しくは
お問い合わせください。
●申し込み・問い合わせ先
白石まちづくり株式会社 025-6054

　都会から田舎への定住・交流のあ
り方や今後の展望などに関する基調
講演やパネルディスカッションな
ど、当市をメイン会場として開催さ
れます。
●主催　総務省、宮城県ほか
●全体会
・日時　10月26日（木）13:00～17:00
・場所　ホワイトキューブ
・内容　基調講演、パネルディスカッ
　　　　ションほか
●分科会
・日時　10月27日（金）10:00～12:00
・場所　ホワイトキューブ、碧水園
　　　　ほか2会場
・内容　過疎地域自立活性化優良事例
　　　　発表、パネルディスカッション
問宮城県地域振興課0022-211-2424
　企画情報課　022-1324

秋季　　  干し川

白石市地域農業いきいき推進事業
不　　  オータムフェスタ忘

　県内のオスメイト（人工肛門・人
工膀

ぼう

胱
こう

保持者）および家族を対象と
した、術後のケアや補装具などに関
する講習会を開催します。
●日時　10月14日（土）13:00～16:00
●場所　大河原町中央公民館
問（社）日本オストミー協会宮城県支部
　0･40228-32-4234（菅原方）

　今、食育の重要性が叫ばれていま
す。子どもたちの健康を守るため、
食べることやかむことを育てるため
の講演会を開催します。
　講師の向井教授は、そしゃくや嚥

えん

下
げ

といった口
こう

腔
くう

機能のパイオニアと
して活躍されています。多数の参加
をお待ちしています。
●日時　10月18日（水）18:00～
●場所　しんきんホール
　　　　（仙南信用金庫本店3階）
●演題　「歯・口の健康と食べる機能」
～幼児・学童のむし歯予防から噛

か

み
方まで～
●講師　昭和大学歯学部口腔衛生学教室
　　　　向井　美

よし

惠
はる

教授
●主催　宮城県
●共催　宮城県歯科医師会、白石歯科医師会
問千木良デンタルクリニック　026-1131

　　  ストメイト相談会オ

　仙南地区の17校の高等学校が協
力して、文化祭を開催します。
　皆さん、ぜひご来場ください。

問宮城県高等学校文化連盟仙南支部
事務局（伊具高校内）　00224-72-2020

第12回　　  南高校文化祭仙
入場無料

「全国過疎問題　　  ンポジウム
2006inみやぎ」 シ

　　  民公開講座県

第8回　　  祉まつり福 第37回白石市民　　  化祭文

　日本で唯一、公認のクラッシック
カーによる国際ラリーレースです。
2年ぶりに白石城にやってきます。
沿道での応援をお待ちしています!
●白石通過予定日　10月15（日）
●走行ルート　国見町→国道4号→
白石城→鎌先街道→七ヶ宿町
●市内通過予定時間
9:30ごろ　白石城スタンプポイント
9:40ごろ　鎌先温泉入口
●参加予定著名人　堺正章、東儀秀
樹、魔裟斗、木内みどり、パンツェッ
タ・ジローラモど
問観光協会（商工観光課内）022-1321
●La Festa Mille Miglia URL
http://www.lafestamm.com

市内を　　  ラシックカーが走ります
ラフェスタミッレミリア2006ク

第3回白石城下　　  ものまつりき

●期間　10月17日（火）～22日（日）
9:30～17:00（入館は16:30まで）
●会場　中央公民館・大ホール
●内容　第43回宮城県芸術祭写真
展に出品された作品約70点
問中央公民館　026-2453

宮城県芸術祭　　  真展「白石展」写

　手作りの作品の即売や、キルトイ
ンストラクターによるミニパッチ
ワーク（ポーチ作り）の講習会を行
います。粘土工芸などの展示も行い
ますので、ぜひご参加ください。
●日時　10月20日（金）～22日（日）
9:30～22:00（22日は15:00まで）
●場所　ホワイトキューブ・アリーナ
●主催　パッチワーク愛好会
●共催　フレレット
問フレレット　024-5406

　　  ッチワーク展パート4パ

●日時　10月14日（土）9:30～14:30
●会場　宮城県立船岡養護学校
●内容　学芸発表、作品展示・販売など
問同校　00224-54-2213

第39回　　  養祭（ふなようさい）船

●日時　10月28日（土）･29日（日）
9:30～16:00（29日は15:00まで）
●場所　宮城刑務所
●内容　模擬舎房および歴史的資料の展
示、刑務所作業製品などの展示や即売など
問法務省仙台矯正管区作業課0022-286-3715
　宮城刑務所作業部門　0022-285-1967

みちのく・みやぎ　　  正展矯

●日時　11月11日（土）9:45～13:50
●会場　宮城県立角田養護学校
●内容　学部ごとのステージ発表や
即売コーナー、作品展示など
問同校　00224-63-2555

第21回　　  養祭角

入場無料

■開会セレモニー･芸能部門（古典芸能）

■芸能部門

■展示部門

入場無料

入場無料

入場無料

発表部門 日　時 場　所
写真 10月12日（木）～ 14日（土）

9:00 ～ 16:20
10月15日（日）9:00 ～ 14:00

いきいきプラザ
（白石市）美術

書道

演劇 10月14日（土）13:00 ～
えずこホール
（大河原町）

10月15日（日） 9:30 ～
音楽 10月18日（水）10:00 ～
茶道 10月18日（水）10:30 ～
軽音楽 10月10日（火）13:00 ～ 白石市中央公民館
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わがまちの

会社訪問
わがまちの

会社訪問

古紙パルプ配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。

案内略図 〔住所〕　白石市旭町６丁目１
　　　　025-1211

白
石
蔵
王
駅

　文化体育
活動センター

至
市
内
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市
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森
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NECインフロン
ティア東北（株）

NECトーキン（株）
白石事業所

市　の　木
ブ　　　ナ

市　の　花
ヤ マ ブ キ

市　の　鳥
ウ グ イ ス

市・県民税（３期）
国民健康保険税（４期）
介護保険料（４期） の納期です

10月は

一史さん、
優さんご夫

妻の長男（
南町）

パパからひとこと
元気で男らしく、

たくましい子になってね！！！

ママからひとこと
ずっと笑顔の絶えない
颯真でいてね♪

H18.10

鈴木　颯
真くん

そう　ま

※我が家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

日下　愛美さん
（深谷小・３年） 

あい　み

ジャンケンで勝ったわたし

　昭和56年（1981年）に設立
された東北日通工株式会社。先進
の電話機やPOSシステムの生産
拠点として各界の注目を集めまし
た。その後、平成13年（2001
年）に社名を現在のNECインフ

ロンティア東北株式会社に変更。世界に通用する企業を目指し、環
境に優しい高品質の製品を生産する同社の取り組みなどについて取
材しました。
●主力製品などを紹介（PR）してください。
　当社では、コストの大幅削減と業務効率化に貢献する業務用IPテ
レフォニー（IP多機能電話機）や無線LAN、PHSデータ通信カー
ド、各種流通業およびSS（サービスステーション）向けPOSシス
テムを生産してるほか、いつでもどこでも、利用者が意識せずとも

情報通信技術を活用できる時
代、いわゆるユビキタス時代の
到来に向けたセキュリティ製品
として、指紋認証ユニットを生
産しています。
　キーテレフォンの通信機器や
POSシステムは国内外シェア
でも常に上位にランクされ、市
内の店舗でも当社が製造した電
話機や各種レジスター端末が身
近な所で活躍しています。

　また、生産革新活動を展開し、海外に負けないコストの競争力と
高品質の保持に努め、環境に優しく、信頼性の高い商品を提供して
いきます。
●地域との関わりについて、どのような活動を行っていますか?
　今年6月に「しろいしサンキューロードプログラム」第1号として
認定を受け、会社前の道路（サンキューロード）の街路樹下にプラ
ンターを設置しました。毎週水曜日には清掃や除草を行い、地域の
皆様と共に環境美化に努めています。
●市民の皆さんへの
　メッセージをどうぞ!
　当社は来年8月に創業
25周年を迎えます。現
在、記念事業を検討中で
すが、今後も環境に優し
く、地域に密着し続ける
会社を目指していきます
ので、どうぞよろしくお
願いします。

「あ～、のどかだなぁ、平和っていいなぁ」
（撮影場所：福岡蔵本（下原）地内）　紺野みさ子さん（福岡蔵本）

「夜間納税総合窓口」開設のお知らせ
　市で取り扱うすべての税金・料金を納入できるようになりました。
　仕事などでお忙しい方、ぜひ利用ください。
●日時　10月25日（水）・26日（木）
　　　　17:30～19:30（市税は、17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

世界に通じる企業を目指して!
NECインフロンティア東北株式会社

■会社データ
●設　　立
●従業者数

●売 上 高

●製造品目

1981年
554名
（2006年9月現在）
241億円
（2006年3月期）
通信機器および
情報端末機器

▲市内の店舗や事務所にも設置されているPOS
システム（左）やキーテレフォン（右）


